西行法師全歌集総索引　聞書集詞書・左注索引・《補》聞書残集添書索引・西行和歌拾遺詞書索引 by 臼田 昭吾
246　第二篇　聞書集・聞書残集・西行和歌拾遺
聞書集詞書・左注索引
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ひ囲1876
　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まかり一（罷り逢ふ）
あいナ（愛す）［他・サ・変］　　　　　　　　　　　　　一ひ⑳1887，1899
　一せ困1657　　　　　　　　　　　　　　　まゐり一（参り逢ふ）
あいぞう（愛憎）［名］1648　　　　　　　　　　　　一ひ圃1898
あかつき（暁）［名］1863　　　　　　　　　　あふ（値ふ）［自・ハ・四］
あき（秋）［名］1729，1730，1736　　　　　　　　一ふ圏1672
あきひろ（顕広）［人名］〔1888〕→としなり　　あふぎ（扇）［名］〔1888〕
あきらか（明）［形動・ナリ］　　　　　　　　あまねし（普し）［形・ク］
　－fこ　圃　1670　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一く　1亘巨〕　1648，1650，1670
あく（開く）［他・カ・下二］　　　　　　　　　あみだ（阿弥陀）［名］1857
　一くる閣1862　　　　　　　　　　　　あみだぎゃう（阿弥陀経）［名］1677
あさし（浅し）［形・ク］　　　　　　　　　　あめ（雨）〔名］1696
　一から困1750　　　　　　　　　　　　　　うちゅう（雨中）1729
あたふ（与ふ）［他・ハ・下二］　　　　　　　　あらし（荒し）［形・ク］
　一へ圃1654　　　　　　　　　一く圃1863
あたる（当る）［自・ラ・四］　　　　　　　　　　一き1困1862，1863
　一る［困1863　　　　　　　　　　　　　あらそふ（争ふ）［自・ハ・四］
あと（後）［名］1750，1757　　　　　　　　　　一ひ囲1868
あのくたらさんみゃくさんぽだい（阿褥多羅　　あらはナ（顕はす）［他・サ・四］
　三貌三菩提）［経文］1651，1654　　　　　　　一ナ圃1652，1761
あはれ［形動・ナリ］　　　　　　　　　　　　　　まうし一（申し顕はす）
　一に㊥1872　　　　　　　　　　　　　　　　　一す圃1863
　一なリ圃1863　　　　　　　　　　　　あリ（有り）［自・ラ変］
　一なる｝困1868　　　　　　　　　　　　　　一ら困1673，1862，1869
あはれみ（憐れみ）［名］　　　　　　　　　　　一リ囲】1750，1872，1876，1888
　　おん一（御憐れみ）1863　　　　　　　　一る1困1648，1653，△1670
あはれむ（患む）［他・マ・四］　　　　　　　　　ある（或）［連体］1889
　一む圏1653　　　　　　　　　　　　　あれ（彼）［代名］1648
あび（阿鼻）［名］1856　　　　　　　　　　あんらくぎゃうぼん（安楽行品）［名］1858
あふ（逢ふ）［自・ハ・四］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　一ひ圃〔1871〕
　　き一（来逢ふ）　　　　　　　　　　　　　いか（如何）［形動・ナリ］
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　一なる囲1860　　　　　　　　　　　　いる（入る）［自・ラ・四］
いかだ（筏）［名］1764　　　　　　　　　　　一ら困1858
　　うま一（馬筏）1869　　　　　　　　　　一リ圃1658，1660，1863
いかつち（雷）［名］1862　　　　　　　　　　　かへり一（帰り入る）
いくさ（戦）［名］1868，1869，1872　　　　　　　　　　一り圃1862
いけ（池）［名］1857　　　　　　　　　　　　いる（入る）［他・ラ・下二］
いナず（五十鈴）［地名コ1900　　　　　　　　かへし一（帰し入る）
いせ（伊勢）［地名］1735，1746，1748，1871　　　　一るる囲1862
いたる（至る）［自・ラ・四］　　　　　　　　　いろ（色）［名］1699，1750
　一リ圃1664　　　　　　　　　　　　　いんぜふけちえんらく（引接結縁楽）［名］
　一る圃1705　　　　　　　　　　　　　　　　1792
いちげん（一眼）［名］1672　　　　　　　　いんねん（因縁）［名］1645
いちだいじ（一大事）［名］1645　　　　　、　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フいちねん（一念）［名］1654
いちねんみだぶつ（一念弥陀仏）［経文］1679　　う（有）［名］1646
いつ（何時）［代名］1863　　　　　　　　　　う（得）［他・ア・下ニコ
いつ（出づ）［自・ダ・下二］　　　　　　　　　　え⑳1649，1659
　一で圃1860，1862，1863　　　　　　　う歴〕1647，1660，1664
　一つ圃1863　　　　　　　　　　　　　　　　うる膣〕1655
　　おもひ一（思ひ出づ）　　　　　　　　　うかぶ（浮ぶ）［他・バ・下二］
　　　　一で困1869　　　　　　　　　　一べ圃1698
　　　　一で囲［1856，1858，1860　　　　　うく（受く）［他・カ・下二］
　　　　一つる〔困〔1871〕　　　　　　　　　　一け困1863
いうさい（一切）［名］1648，1650，1665　　　　うぐひナ（鶯）［名］1689
いでく（出で来）［自・力変］　　　　　　　　うす（失す）［他・サ・下二］
　一き囲〔1871〕　　　　　　　　　　　　　一せ困1872
いぬる（戌亥）［名］1860　　　　　　　　　うた（歌）［名］△1670，1736，1771，1804，
いはく（曰く）［「いふ」のク語法コ1862　　　　　　1821，1831，1839，［1871］，1879，1883，
いひナさむ（言ひ遊む）［自・バ・四］　　　　　　　1899，1902
　一み圃1871　　　　　　　　　　　　　　　たはぶれ一（戯れ歌）1808
いふ（言ふ）［他・ハ・四］　　　　　　　　　　　うち（内）［名］1652
　一は因1862　　　　　　　　　　　　　　うち（宇治）［地名］1869
　一ふ囲1770，1889，1894，1899　　　　　　うち（打）［接顕］
　一へ圖1714　　　　　　　　　　　　　　　うちうなだる（打頂垂る）
いへ（家）［名］1887　　　　　　　　　　一れ囲1863
いへぬし（家主）［名］〔1888〕　　　　　　　　　　うちつづく（打続く）
いま（今）［名］1646　　　　　　　　　　一き圃1868
いまだ（未だ）［副］1696　　　　　　　　　うちうなだる（打頂垂る）［自・ラ・下二］
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　一れ圃1863　　　　　　　　　　　　おくる（送る）［他・ラ・四］
う’ちつづく（打続く）［自・カ・四］　　　　　　　　まうし一（申し送る）
　一き圃1868　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一り圃1748
うちゅう（雨中）［名］1729　　　　　　　　おこす（起す）［他・サ・四］
うちよし（氏良）［人名］1748　　　　　　　　　一す囲1856
うつ（打つ）［他・タ・四］　　　　　　　　　　おこる（起る）［自・ラ・四］
　一ち圃1848　　　　　　　　　　　　　　　一リ囲｜1868
うつす（映す）［他・サ・四］　　　　　　　　　おして（押して）［副］1858
　一ナ圏1699　　　　　　　　　　　　　おそれ（恐）［名］1869
うつむ（埋む）［他・マ・下二］　　　　　　　　おつ（落つ）［自・タ’四］
　一む圏1766　　　　　　　　　　　　　　　一つ睡〕1860
うのはな（卯の花）［名］1713　　　　　　　おと（音）［名］1862，1863
うへ（上）［名］　　　　　　　　　　　　　おなじ（同じ）［形・シク］
　　かいじゃう（海上）1735，1801　　　　　　一じ届1756，1902
　　しょうじゃう（松上）1690　　　　　　　おのつから（自ら）［副］1663
うまいかだ（馬筏）〔名］1869　　　　　　　おはしまナ（御坐します）・［自・サ・四］
うみ（海）［名］1669，1698　　　　　　　　一す圃1873
　　かいじゃう（海上）　1735，1801　　　　　おびただし（磐し）［形・シク］
　　かいは（海波）1699　　　　　　　　　　　一し圏1868
　　かいへん（海辺）1744　　　　　　　　　おびただしさ（彩しさ）［名］1863
うめ（梅）［名］1692，1693　　　　　　　　　おほい（大）［形動・ナリ］
うらむ（恨む）［他・マ・四］　　　　　　　　　　一に囲1647
　一む圏1862　　　　　　　　　　　　　おほみや（大宮）［地名］1887
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おぼゆ（覚ゆ）［自・ヤ・下二］
　　　　　　　　え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一え困1868
えん（縁）［名］1856　　　　　　　　　　　　　一え囲1755，1868，1872
えんま（閻魔）［名］1860　　　　　　　　　　おもひ（懐）［名］1706，1734，1740
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもひいつ（思ひ出づ）［他・ダ・下ご］
　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一で困1869
おいて（於て）［連語］1649，1651　　　　　　　一で圃1856，1858，1860，〔1871〕，
おうたうにょぜくわん（応当如是観）［経文］　おもひかく（思ひ懸く）［他・か下二］
　　1684　　　　　　　　　　　　　　　一くる1困1898
おく（置く）［他・カ・四］　　　　　　　　　おもひすつ（思ひ捨つ）［他・タ・下ご］
　一き圃〔1888〕　　　　　　　　　　　　　一て困’1757
　　おいて（於て）1649，1651　　　　　　　　一て囲△1757
　　まうし一（申し置く）　　　　　　　　　おもふ（思ふ）［他・ハ・四］
　　　一き圃1757　　　　　　　　　　　　－，ふ圃1887
おくおくまんごふ（億億万劫）［経文］1664　　　一ふ囲1876
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およぼす（及ぼす）［他・サ・四］　　　　　　　かた（方）［名］1860
　一し圃1650　　　　　　　　　　　　　かたむ（固む）［他・マ・下二］
おろか（疎）［形動・ナリ］　　　　　　　　　　一め囲1863
　一に囲11807　　　　　　　　　　　　　かたる（語る）［他・ラ・四］
おん（御）［接頭］　　　　　　　　　　　　　　　　り圃1871
　　一あはれみ（御憐れみ）1863　　　　　かな（哉）［終助］1863，1868
　　一な（御名）1863　　　　　　　　　　かなし（悲し）［形・シク］
おんあいふのうだん（恩愛不能断）［経文］　　　　　しき囲1863
　　1686　　　　　　　　　　　　　　　　　かなしみ（悲しみ）［名］1863
おんあはれみ（御憐れみ）［名］1863　　　　　かなしむ（悲しむ）［自・マ・四］
おんな（御名）［名］1863　　　　　　　　　　一む圃1860
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かなへ（鼎）［名］1857
　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かは（川）［名］1770，1894
か［係助］1869　　　　　　　　　　　　　　かはる（代る）［自・ラ・四］
が［格助］1646，1672，1748，1860　　　　　　　　　　リ囲1765
かい（戒）［名］1655　　　　　　　　　　　　かはる（変る）［自・ラ・四］
かいじゃう（海上）［名］1735，1801　　　　　　　　リ㊥1750
かいは（海波）［名］1699　　　　　　　　　かへし（返）［名］1747，1749，1877
かいへん（海辺）［名］1744　　　　　　　　　かへしいる（帰し入る）［他・ラ・下二］
かかリ（斯有）［自・ラ変］　　　　　　　　　　　一るる囲1862
　一る囲1871　　　　　　　　　　　　かへすがへす（返返）［副］1862
かきあらはす（書き顕す）［他・サ・四］　　　　かヘリいる（帰り入る）［自・ラ・四］
　一せ　匿ヨ　1857　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　圃　1862
かぎリ（限）［名］1869　　　　　　　　　　かヘリく（帰り来）［自・力変］
かぎる（限る）［他・ラ・四］　　　　　　　　　　一く圏1862
　一る歴｝1662　　　　　　　　　　　　　かヘリまうでく（帰り詣で来）［自・ラ変］
かく（斯く）［副コ1755，△1757，1872，〔1888〕　　　　き働1755
かく（書く）［他・カ・四］　　　　　　　　　　かへる（帰る）［自・ラ・四］
　　　く困1858　　　　　　　　　　　　　　　　一る囲1863
かく（懸く）［他・カ・下二］　　　　　　　　　かみ（上）［名］1887
　　おもひ一（思ひ懸く）　　　　　　　　　がやじゃう（伽耶城）［名］1659
　　　一くる圏1898　　　　　　　　　　かをる（薫る）［自・ラ・四］
かくがそうつ（覚雅僧都）［人名］1899　　　　一る圃1962
かくて［副］1862　　　　　　　　　　　　　かんくてう（寒苦鳥）［名］1688
かげ（影）［名］1755　　　　　　　　　　　かんぬし（神主）［名コ1748
かし［終助］1869
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きかず（数）［名］1868
かすみ（霞）［名］1710，1745　　　　　　　　き（記）［名］1654
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き（亀）［名］1672　　　　　　　　　　　　　　まうで一（詣で来）
き［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一き囲1871
　き圏1862，1871　　　　　　　　　　　　く［ク語法］
　し〔困1860，1862，1869，1872　　　　　　　　い｝まく（曰く）1862
　しか固1871　　　　　　　　　　　　　　ねがはく（願はく）1650
きあふ．（来逢ふ）［自・ハ・四］　　　　　　　　　ぐ（孔）〔名］1672
　一ひ⑳1876　　　　　　　　　　　　　ぐうじ（窮子）［名］1647
きおんにふむゐ（棄恩入無為）［経文］1686　　〈ぎゃうちょくし（公卿勅使）［名］1900
きく（聞く）［他・カ・四］　　　　　　　　　　ぐす（具す）［他・サ変］
　一き圃1647，△1757，1757，1860，1871，　　　　一し圃1860
　　1878　　　　　　　　　　　　　　　　ぐぜい（弘誓）［名］1669
　－〈麗1689，1893　　　　　　　　　　　くどく（功徳）〔名］1650
　一く囲1664，1868　　　　　　　　　　くないたいふ（宮内大輔＝源忠季）
きこゆ（聞ゆ）［自・ヤ・下二］　　　　　　　　　　［人名］1899
　一え圃1750，1869　　　　　　　　　　くひな（水鶏）［名］1893
きさらぎもち（二月十五日）［名］1748　　　　〈まの（熊野）［地名］1765
きそ（木曾＝木曾義仲）［人名］1870　　　　　くもる（曇る）［自・ラ・四］
きた（北）［名］1868　　　　　　　　　　　　　一リ圃1748
きたやまでら（北山寺）［名］1878　　　　　　くろがね（鉄）［名］1862
きたる（来る）［自・ラ・四］　　　　　　　　　　くろし（黒し）［形’ク］
　一リ［圃1697　　　　　　　　　　　　　　　一き［困1851
きのふ（昨日）［名］1862　　　　　　　　　くわうみゃう（光明）〔名］1667
きめう（奇妙）［名］1667　　　　　　　　　ぐわん（願）［名］1857
ぎゃう（行）［名］1652　　　　　　　　　　〈わんぎ（歓喜）［名］1647
きゃうぎゃう（経行）［名］1661　　　　　　　ぐわんじつ（元日）［名］1689
ぎゃうぐわんしん（行願心）［名］1782　　　　〈わんぢぼん（勧持品）［名］1657
ぎゃうず（行ず）［他・サ変］　　　　　　　　　くわんぼつぼん（勧発品）［名］1673
　⊥ずるi困1655き。うてん（経典）［名］1673　　　　　　　け
きゃく（客）［名］1693，1697　　　　　　　　けしき（気色）［名］1863
きらふ（嫌ふ）［他・ハ・四］　　　　　　　　　けじゃうゆぼん（化城喩品）［名ユ1650
一は困1857　　　　　　　　　　　　げつぜん（月前）［名］1728，1734　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げぢょ（下女）［名］
　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らう一（老下女）1898
く（苦）［名］1863　　　　　　　　　　　　けはし（険し）［形・シク］
く（来）［自・力変］　　　　　　　　　　　　　　一しき困1863
　　かへりまうで一（帰り詣で来）　　　　けふ（今日）［名］1862
　　　　一き圃1755　　　　　　　　　　けぷリ（姻）［名］1710
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けらくむたいらく（快楽無退楽）［名］1791　　　　1876，1878，1887，1889，1894，1898
けリ［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　なに一（何事）1868
　一り圃1750，△1757，1869，1870，1872，　　ごと（毎）［接尾］1863
　　1873　　　　　　　　　　　　　　　　　ごとし（如し）［形・ク］
　一る｛困1771，1714，1730，1735，1746，　　　　一く囲11662
　　1748，1750，1755，1756，1757，△1757，　　　　一し圏1669，1672
　　1758，1765，1771，1808，1821，1839，1848，　　ことごとく（悉く）［副］1646，1649
　　1851，1860，1871，〔1871〕，1876，1878，　　　二ひ（恋）［名］1709，1758，1759，17β1，1762，
　　1879，1883，1887，〔1888〕，1889，1894，　　　　　　　　　　1763，1806，1807，1895，1897，1898
　　1898，1899，1900　　　　　　　　　　　こふ（恋ふ）［他・ハ・四］
　一才t　固　1748，1876，1888　　　　　　　　　　　　　　　　　　－〆占、　匿8〕1765
げん（言）［名］1647　　　　　　　　　　　　ごふさう（業障）［名］
げんじゅむひらく（現受無比楽）［名］1679　　　　ぢゅう一（重業障）1857
けんず（献す）［他・サ変］　　　　　　　　　こぼす（零す）［他・サ・四］
　一じ囲1656　　　　　　　　　　　　　－一し囲1862
けんぶつもんぼふらく（見仏聞法楽）〔名］　　こほリ（氷）［名］1770
　　1796　　　　　　　　　　　　　　　　　こめうきゃうがいらく（五妙境界楽）［名］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1790
　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　こもりゐる（籠り居る）［自・ワ・上一］
こ（是）［代］1646，1647，1650，1664，△1670，　　一ゐ⑳1757
　　1673，1858，1862，1868，1869　　　　　　　こゆ（越ゆ）［他・ヤ・下ニコ
こうくわい（後会）［名］1700　　　　　　　　一ゆ圏1869
こうばい（紅梅）［名］1766　　　　　　　　　これ（是）［代名コ1646，1648，1652，1655
こきゃう（故郷）［名］1743，1802　　　　　　ころ（頃）［名］〔1871〕，1878
　　ふるさと（故郷）1750　　　　　　　　　こんぜこせゐばんりょ
ごくそつ（嶽率）［名］1860，1862，1863　　　　　　（今世後世為伴侶）［経文］1687
ごくぢゅうあくにん（極重悪人）［名］1680　　ごんわうぽん（厳王品）［名］1672
こころ（心）［名］1648，△1651，1750，1781，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　1784，1856，1858，1862，1874，1876
こしゃうしゃうじゃうど（後生清浄土）　　　　さ［接尾］
　　［経文］1679　　　　　　　　　　　　　　　　おびただし一（彩しさ）1863
こせ（後世）［名］1887　　　　　　　　　　　さいさう（宰相）［名］
こそ［係助］1863，1871　　　　　　　　　　　　みちちかの一（通親の宰相）1900
ごでうのさんみにふだう（五条三位入道二俊　　さいしちんぱうぎふわうゐ
　　成）［人名］1746，1887→としなり　　　　　　（妻子珍宝及王位）［経文］1687
こと（事）［名］1648，1649，1653，1664，1669，　さいしゃうかく（最正覚）［名］1659
　　1671，1714，1757，1765，1770，1839，1856，　　さいぢゅう（西住）［人名］1887
　　1862，1863，1868，1869，〔1871〕，1872，　　　さいぢゅうしゃうにん（西住上人）［人名］
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　　1877　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あのくたら一さんぽだい（阿霧多羅三
ざいにん（罪人）［名］1860，1862，1863　　　　　　　貌三菩提）1651，1654
さいはうべんういちれんじゃう
　　（西方便有一蓮生）［経文］1682
ざう（蔵）［名コ1665　　　　　　　　　　　し（子）［名］1646
さうりんじ（双林寺）［寺名］1894　　　　　　じ［助動］
さが（嵯峨）［地名］1808　　　　　　　　　　じ圃1869
し
さかひ（堺）［名］1704　　　　　　　　　　しかいいちにんねんぶつみゃう
さきだつ（先立つ）［自・タ・四］　　　　　　　　　　（此界一人念仏名）［経文］1682
一た困1873　　　　　　　　　　　　しかく（仕掛く）［他・カ・下二］さくら（桜）［名］〔1888〕　　　　　　　　　　一け圃1862
さしやる（差遣る）［他・ラ・四］　　　　　　　しくわくわんだうしかんげい
　一リ圃〔1888〕　　　　　　　　　　　　　　（此華還到此間迎）［経文］1682
ざす（坐す）［自・サ変］　　　　　　　　　　した（下）［名］1659
　一し圃1659，1661　　　　　　　　　　じっしゅ（十首）［名］1771
さだまる（定まる）［自・ラ・四］　　　　　　　じっばう（十方）［名］1658，1667
　一ら困1704　　　　　　　　　　　　　して［接助］1648，1663，1667，1670
さつく（授く）［他・カ・下二］　　　　　　　　しでのやま（死出の山）［名］1869
　一け困1654　　　　　　　　　　　　しぬ（死ぬ）［自・ナ変］
さて［副］1863　　　　　　　　　　　　　一に囲1870
さと（里）［名］1899　　　　　　　　　　　　一ぬる囲1868
さま（様）［名］1756，1868　　　　　　　　　　じねん（自然）［名］1666
さんか（山家）［名］1714　　　　　　　　　　しのぶ（忍ぶ）［他・バ・四］
さんがい（三界）［名］1646　　　　　　　　　一ぷ1困1759
さんがいゆゐいつしん（三界唯一心）［経文］　　じふごにち（十五日）→もち
　　1683　　　　　　　　　　　　　　　　　　じふらく（十楽）［名］1787
さんじゅ（三種）［名］1781　　　　　　　　じふろく（十六）［名］1651（＝第十六王子）
さんぜいっさいぶつ（三世一切仏）［経文］　　　しみつだに（清水谷）［地名］1757
　　1684　　　　　　　　　　　　　　　　じみとくどせんどた
ざんせつ（残雪）［名］1690　　　　　　　　　　　（自未得度先度他）［経文］1685
さんぽだい（三菩提）［名］　　　　　　　　　しも（霜）［名］1750
　　あのくたらさんみゃく一（阿梼多羅三　　しもと（答）［名］1862
　　　　貌三菩提）1651，1654　　　　　　　じゃうさいもんゐん（上西門院）［人名］
さんまち（三摩地）［名］1783　　　　　　　　　〔1871〕
さんみにふだう（三位八道）　　　　　　　　じゃうじゅ（成就）［名］1660
　　ごでうの一（五条三位入道）1746，　　　しゃうじゅくゑらく（聖衆倶会楽）［名］
　　　　1887→としなり　　　　　　　　　　　　1793
さんみゃく（三貌）［名］　　　　　　　　　　しゃうじゅらいがうらく
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　　（聖衆来迎楽）［名］1787　　　　　　　　　　1686
じゃうず（成ず）［自・サ変］　　　　　　　　　しんじならふ（信じ習ふ）［他・ハ・四］
　一ずる困1659　　　　　　　　　　　　　一ふ圃1858
じゃうど（浄土）［名］1887　　　　　　　　　しんぶつぎふしゅじゃう（心仏及衆生）
しゃうにん（上人）［名ゴ1876　　　　　　　　　　［経文］1683
じゃうぶっ（成仏）［名］1649　　　　　　　　しんみヤう（身命）［名］1657
しゃうもん（声聞）［名コ1652　　　　　　　　じんりきぽん（神力品）［名］1665
しゃかむにぶつ（釈迦牟尼仏）〔名］1651
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すしゃくあ（釈阿）→俊成「人名］1747
じゃくねん（寂然）［人名］1887　　　　　　　す（為）［他・サ変］
しゃばこく（娑婆国）［名］1651　　　　　　　せ困1654，1656，1662，1871，〔1871〕
じゅきぼん（授記品）［名］1649　　　　　　　　し圃1647，1756，1860，〔1888〕
しゅぎゃう（修行）［名コ1662　　　　　　　　す圏1645，1673
しゅご（守護）［名］1673　　　　　　　　　ナる因1649，1660，1668，1673，1862
しゅじゃう（衆生）［名］1646，1650，1653　　　ず［助動］
じゅぢ（受持）［名］1673　　　　　　　　　　　ず圃1750，1857，1863
しゅつげん（出現）［名］1645　　　　　　　　　ず圃1657，1662，1696，1704，1858，1862
じゅみゃう（寿命）［名コ1653　　　　　　　　　ざる囲1663，1806
じゅりゃうぼん（寿量品）［名］1660　　　　　　ぬ函1757，1868，1876，1878
しゅんきょう（春興）［名コ1697　　　　　　　ずいき（随喜）［名］1654
しょうぎしん（勝義心）［名］1781　　　　　　ずいきぼん（随喜品）［名］1662
しょうじゃう（松上）［名］1690　　　　　　　ずいしんくぶつらく（随心供仏楽）〔名］
じょうみだぐわんりき（乗弥陀願力）［経文］　　　1797
　　1681　　　　　　　　　　　　　　　　すいへん（水辺）［名］1715
しょくるゐぼん（嘱螺品）［名］1666　　　　　ナう（据う）［他・ワ・下二］
しょぷつ（諸仏）［名］1645　　　　　　　　　　　ゑ圃1862
じょぽん（序品）［名］1644　　　　　　　　すぐ（過ぐ）［自・ガ・上二］
しる（知る）［他・ラ・四］　　　　　　　　　　一ぎ⑳1862
一ら困1806　　　　　　　　　　　　　すさむ（遊む）［他・マ・四］しんぎゃう（心経）［名］1676　　　　　　　　　いひ一（言ひ遊む）
しんげぼん（信解品）［名］ユ647　　　　　　　　　　一み囲1871
しんげむべつぼふ心（外無別法）［経文］1683　ナすむ（勧む）［他・マ・下二］
しんこん（真言）［名］△1670　　　　　　　　　む圃1697，1858
しんざうしょにょらい（心造諸如来）［経文コ　すつ（捨つ）［他・タ・下二］
　　1684　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもひ　　（思ひ捨つ）
しんさうじんづうらく（身相神通楽）［名］　　　　　　　　て圃1757，△1757
　　1789　　　　　　　　　　　　　　　　すなは（墨縄）［名］1848
しんじつはうおんしゃ（真実報恩者）［経文］　すなわち（即）［接続］1647，1655，1664
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ナみやか（速か）［形動・ナリ］　　　　　　　　それ（其れ）［代名コ1673
　－1こ　囲　1660
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たすむ（住む）［自・マ・四］
　一ま困1887　　　　　　　　　　　　だいご（醍醐）［地名］1876
　－・み囲1808，1878　　　　　　　　　　だいじ（大事）［形動・ナリコ
ナゑ（末）［名コ1807　　　　　　　　　　　　一なリ囲1876
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なリ圏1757
　　　　　　　　　せ　　　　　だし、じふろく（第＋六）［名］1651
せいぼ（歳暮）［名］1743　　　　　　　　　　　　（＝第十六王子）
せいりゃう（清冷）［名］1857　　　　　　　　だいばぼん（提婆品）［名］1656
せかゐ（清和院）［地名］1898　　　　　　　だうリ（道理）［名］1858
せけん（世間）［名］1670　　　　　　　　　たき（滝）〔名コ1703
ぜこがらいしょほっしん　　　　　　　　　　ただ（唯）［副］1645，1657，1663，1863
　　　　　　　　（是故我礼初発心）［経文］1685　　　　　ただナゑ（忠季）［人名］1899
ぜさんむしゃべつ（是三無差別）［経文］1683　たち（達）［接尾］1876
せそん（世尊）［経文コ1645，1656　　　　　　たつ（立つ）［自・タ・四］
せっ（説）［名］1662　　　　　　　　　　　　－一た因1900
せっせん（雪山）［地名コ1688　　　　　　　　　　一て囲1863
せっちゅう（雪中）［名］1763　　　　　　　　　　つ圏1661
せっぼふ（説法）［名］1860　　　　　　　　　　　さき　　　（先立つ）
せん（千）［名］1668　　　　　　　　　　　　　　　　一た困1873
せんだんのかうふう（栴檀香風）［名］1644　　たつぬ（尋ぬ）〔他・ナ・下二］
せんちゅう（船中）［名］1692，1762　　　　　　一ね困1695
ぜんぢゃう（禅定）［名］1658　　　　　　　　一ね囲1705，1706
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ぬ圃1698
　　　　　　　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たてまつる（奉る）［補助動］
そ（其）［代名］1646，1662，1668，1863，1887　　　一る圃1863
ぞ［係助］1860，1868　　　　　　　　　　　　　　　れ囹1873
ぞうしんぶつだうらく（増進仏道楽）［名］　　たとひ（仮令）［副］1668，1858
　　1798　　　　　　　　　　　　　　　　たのむ（頼む）［他・マ・四］
そう、づ（僧都）［名］　　　　　　　　　　　　　　　み圃1863
　　かくが一（覚雅僧都）1899　　　　　　たのもし（頼もし）［形・シク］
　　ちういん一一（ちういん僧都）1860　　　　　　しく囲1869
そくめつむりゃうざい（即滅無量罪）［経文］　たはぶれうた（戯れ歌）［名］1808
　　1679　　　　　　　　　　　　　　　　　たまふ（給ふ）［補助動］
そくわうあんらくかい（即往安楽界）［経文］　　　　ひ圃1872
　　1681　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－，ふ　〔困　1857，1863
そと（外）［名コ1652　　　　　　　　　　　　だらにぼん（陀羅尼品）［名］1671
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たリ［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　ちる（散る）［自・ラ・四コ
　ーら困1856　　　　　　　　　　　　　　　　一リ［星11711
　一リ圃1748，1750，1757，△1757，1869，　　’ちゑ（智慧）［名］1666
　　1871，〔1871〕，1876，〔1888〕
　一リ　圃　1703，1709，1710，1713，1862，
　　1889　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ［助動］
　一る1困1857，1858，1879　　　　　　　　　　っ圏1863
だんしいっしゃうじゃうぶたい　　　　　　　　　っる囲1755
つ
　　（但此一生成不退）［経文］1682　　　　　ついで（序）［名］1887
たんじゃう（端正）［名］1668　　　　　　　　つかはす（遣す）［他・サ・四］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一し⑳1746　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まうし一（申し遣す）
ち（千）［名］　　　　　　　　　　　　　　　　　　一し圃1755
　　もも一（百千）1862　　　　　　　　　つき（月）［名］1668，1730，1768，1801，1802，
ちういんそうつ（ちういん僧都）［人名］　　　　1803，〔1871〕
　　1860　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げっぜん（月前）1728，1734
ちかし（近し）［形・ク］　　　　　　　　　　　　めいげつ（明月）1735
　－一し圏1894　　　　　　　　　　　　　っく（着く）［自・カ・四］
ちぎリ（契）［名］1750　　　　　　　　　　　　　まかり一（罷り着く）
ちぎる（契る）［他・ラ・四］　　　　　　　　　　　　　一き囲1862
　一ら困1873　　　　　　　　　　　　　つく（付く）［他・カ・下二］
　一リ囲1872　　　　　　　　　　　け圃1879
　一る’咽1700　　　　　　　　　　　　　　　　一く⑬1888
ぢごく（地嶽）［名］1857，1860，1862，1863　　　　な　　（名付く）
ぢごくぼさつ（地嶽菩薩）［名］1863　　　　　　　　一く⑬1655
ぢごくゑ（地嶽絵）［名］1841　　　　　　　っくる（作る）［他・ラ・四］
ぢざう（地蔵）［名］1863　　　　　　　　　　　一る囲1871
ぢす（持す）［他・サ変］　　　　　　　　　　づだ（頭陀）［名］1655
　一し⑳1655　　　　　　　　　　　　　　っっ［助コ〔1888〕
ちち（父）［名］1647　　　　　　　　　　　っづき（続）［名］〔1871〕，1872
ちゃう（庁）［名］1860　　　　　　　　　　　っつく（続く）［自・カ・四］
ぢゅう（中）［名］　　　　　　　　　　　　　　うち一（打続く）
　　しゃばこく一（娑婆国中）1651　　　　　　　　　　き圃1868
ちゅうう（中有）［名］1874　　　　　　　　　っつく（続く）［他・カ・下二］
ぢゅうごふさう（重業障）［名］1857　　　　　　一け圃〔1871〕
ぢょくあく（濁悪）［名］1673　　　　　　　　つぼね（局）［名］
ちょくし（勅使）［名］　　　　　　　　　　　　　ひゃうゑどのの一（兵衛殿の局）1871
　　くぎゃう一（公卿勅使）1900　　　　　　　ひゃうゑの一（兵衛の局）〔1871〕，1872
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つまはじき（爪弾き）［名］1862　　　　　　　とくしゃうごくらく（得生極楽）［経文］1680
つよし（強し）［形・ク］　　　　　　　　　　ところ（所）［名］1661，1663，1848，1851，
　一く　囲｝1863　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1857，1858，1868，1889
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とし（疾し）［形・ク］
　　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一く圃1655
て［接助］1647，1650，1659，1664，1693，1696，　　としたか（俊高＝源俊高）［人名］1898
　　1697，1698，1705，丘706，1711，1750，1753，　　としなリ（俊成＝藤原俊成）［人名］
　　1755，1757，△1757，1758，1765，1806，　　　　　→あきひろ（顕広）（1888）
　　1807，1841，1848，1856，1857，1858，1860，　　　　→ごでうのさんみにふだう（五条三位入
　　1862，1863，1868，1869，1871，〔1871〕，　　　　　　道）1746，1887
　　1872，1876，1878，1887，〔1888〕，1898，　　　　　→しゃくあ（釈阿）1747
　　1899，1900　　　　　　　　　　　　　　とて［格助］1808，1862
　　おい一（於て）1649，1651　　　　　　とびら（扉）［名］1862，1863
　　おし一（押して）1858　　　　　　　　とふ（問ふ）［他・ハ・四コ
ていしぼん（弟子品）［名］1652　　　　　　　一ふ圏1860
てうばう（眺望）［名］1744　　　　　　　　とぶらう（訪う）［他・ハ・四「訪ふ」の音便］
てら（寺）［名］　　　　　　　　　　　　　　　　1863
　　きたやま一（北山寺）1878　　　　　　とぷらひ（訪）［名］1757
　　ふる一（古寺）1705　　　　　　　　　とぶらふ（弔ふ）［他・ハ・四］
　　やま一（山寺）1757　　　　　　　　　　一ひ［圃1756
てらナ（照らす）［他・サ・四］　　　　　　　　とほざかる（遠離る）［自・ラ・四］
　一し圃1857　　　　　　　　　　　　　　　一る〔困1750
　一ナ囲1667，1670　　　　　　　　　　とも（共）［名］1650
てんじゃう（殿上）［名］〔1871〕　　　　　　　とも［接助］1858
てんず（転ず）［他・サ変］　　　　　　　　　ども［接助］1872
　一ず圏1659　　　　　　　　　　　　　ども［接尾］1821，1883
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ともに（共に）［連語コ1650
　　　　　　　　　と　　　　　とりわき（取分）［副］1888
と［格助］1650，1652，1655，1695，1714，1755，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　1757，1765，1770，1848，1856，1858，1860，
　　1862，1863，1868，1869，1870，1871，　　　な（名）［名］
　　〔1871〕，1872，1873，1876，1887，1889，　　　　　おん一一（御名）1863
　　1894，1898，1899　　　　　　　　　　　　な［終助・感動］1870
とうあんじ（東安寺）［寺名］1876　　　　　　ないし（乃至）［接続］1671
どうぎゃう（同行）［名］1876　　　　　　　なか（中）［名］1646，1851，1856，1863
どうぼん（同品）［名］1651，1670　　　　　　　　うちゅう（雨中）1729
とうれんほふし（登蓮法師）［人名］1899　　　　　せっちゅう（雪中）1763
とき（時）［名］1646，1664　　　　　　　　　　　せんちゅう（船中）1692，1762
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　　よの一（世の中）1673，1886　　　　　なんど［接尾］〔1871〕ほ887，1899
なく（鳴く）［自・カ・四］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　一き囲1878
なげき（嘆）［名］1756　　　　　　　　　　　に［格助］1645，1648，1649，1650，1651，1652，
なげやる（投げ遣る）［他・ラ・四］　　　　　　　　1653，1659，1660，1664，1666，1670，1671，
　一リ　［8ヨ11862　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1673，1692，1693，1698，1700，1703，1705，
なし（無し）［形・ク］　　　　　　　　　　　　　1707，1709，1710，1713，1714，1730，1734，
　一く　囲　1863　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1735，1736，1746，1750，1753，1755，1756，
　一力、リ　圃　1871　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1757，1758，1764，1765，1771，1804，1808，
　一し圏1648，1653，1863，1868，1871　　　　　182L1831，1839，1851，1857，1858，1860，
　　　き〔困1755，1872　　　　　　　　　1862，1863，1868，187脇〔1871〕，1872，
　一力》れ　囹　1671　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1876，1878，1879，1883，1887，〔1888〕，
　　ほど一（程なし）　　　　　　　　　　　　1889，1894，1898，1899，1900，1902
　　　　一く圃1862　　　　　　　　　　　にく’わつ（二月）→きさらぎ
なす（成す）［他・サ・四］　　　　　　　　　　にし（西）［名］1868
　一さ困1650　　　　　　　　　　　　　にて［格助］1735，1748，1765，1856，1869，
　一す圏1651，1655　　　　　　　　　　　〔1871〕，1889，1894，1898，1899，1900
なつ（夏）［名］1714，1831　　　　　　　　　には（庭）［名］1750
なつく（名付く）［他・カ・下二］　　　　　　　にはか（俄）［形動・ナリ］
　一一く　匿8〕　1655　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－‘こ　囲〕1876
など［助］1757　　　　　　　　　　　　　　にふだう（入道）［名］
なにごと（何事）［名］△1757，1868　　　　　　　五条三位入道1746
なふじゅ（納受）［名］1656　　　　　　　　　　三河の入道1858
なみだ（涙）［名］1761，1862　　　　　　　　にゃくうちゅうごふさう（若有重業障）
なやます（悩す）［他・サ・四］　　　　　　　　　　［経文］1681
　　　す［困1671　　　　　　　　　　　　にゃくしんけつちゃうにょけうしゅぎゃう
ならふ（習ふ）［他・ハ・四］　　　　　　　　　　　　（若心決定如教修行）［経文］1785
　一ふ圏1858　　　　　　　　　　　　にゃくにんぐぶつゑぶん（若人求仏恵文）
なリ［助動・指定］　　　　　　　　　　　　　　　［経文コ1786
　一ら困1757，1868，1869，1876，1878　　　にゃくにんよくれうち（若人欲了知）［経文］
　‘こ　囲｝1648，1663，1667　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1684
　一リ匪11646，1651，1652，1663，1665，　　　にょぜにしんせんしんなん
　　1669，1860，1862，1863，1868　　　　　　　　　　　（如是二心先心難）［名］1685
　一る⑥△1651　　　　　　　　　　　　にょらい（如来）［経文］1665，1666
　一れ日1863，1872　　　　　　　　　　にる（似る）［自・ナ・上一］
なる（成る）［自・ラ・四］　　　　　　　　　　に困1863
　一リ　囲〕1857　　　　　　　　　　　　　　　　　1こ囲1703，1709，1710，1713，1889
なんぢ（汝）［代名］1860，1862　　　　　　　にんきぼん（人記品）［名］1653
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はうじゅ（宝珠）［名］1656
　　　　　　　　　ぬ　　　　はうたふぼん（宝塔品）［名］1655
ぬ［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　はうぺんぼん（方便品）［名］1645
　に圃1750，1870，1872　　　　　　　　　　　はカ》（墓）［名］1753
　ぬ咽1863　　　　　　　　　　はざま（狭間）［名］1863
　ぬる［困1862　　　　　　　　　　　　はじき（弾）［名］
ぬし（主）［名コ1704　　　　　　　　　　　　　つま一（瓜弾き）1862
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめ（初）［名］1807
　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はちえふびゃくれんいちぢゅけん
ねがふ（願ふ）［他・ハ・四］　　　　　　　　　　　（八葉白蓮一肘間）［経文］1784
　一は困1650　　　　　　　　　　　　　　はちす（蓮）［名］1857
ねがはく（願はく）［連語］1650　　　　　　　はな（花）［名］1694，1695，1696，1698，1699，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1700，1701，1702，1703，1704，1705，1706，
　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1707，1709，1711，1771，1799，1821，1883，
の［格助］1645，1646，1647，1648，1650，165L　　　　1887，1889
　　△165L　1652，1653，1654，1655，1658，　　　　　うの一（卯の花）1713
　　1659，1661，1662，1663，1664，1665，1666，　　はなはだ（甚）［副］1667
　　166＆1669，1670，△1670，1672，1673，　　　はベリ（侍り）［自・ラ変］
　　1688，1690，1699，1700，1703，1704，1711，　　　　一リ　囲△1757，1876，1878
　　1713，1715，1728，1730，1735，1736，1743，　　はべリ（侍り）［補助動］
　　1744，1746，1748，1750，1755，1756，1757，　　　　　　一リ　〔用〕1755，1757，1860，1870，1878
　　1762，1763，1765，1770，177L　1781，1784，　　はまゆふ（浜木綿）［名］1746
　　1801，1802，1821，1831，1839，1851，1856，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　1857，1858，1860，1862，1863，1868，1869，
　　1871，〔1871〕，1872，1874，1876，1878，　　　ひえう（秘要）［名］1665
　　1883，1887，1894，1897，1899，1900，1902　　ひかリ（光）［名］1857
のがる（遁る）［他・ラ・下二］　　　　　　　　ひナ（秘す）〔他・サ変］
　　　れ囲1757　　　　　　　　　　　　　　一し囲｝1652
のぶ（述ぶ）［他・バ・下二］　　　　　　　　　ひと（人）［名］1750，1756，1757，1765，1806，
　　　δミ　整｝　1707，1734，1740　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1858，1860，1862，1868，1871，〔1871〕
のみ［副助］1863　　　　　　　　　　　　　ひとびと（人々）［名］1771，1808，〔1871〕，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1894
　　　　　　　　　は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとリ（独）［名］1663
は［係助］1645，1646，1650，1651，1652，1661，　　びゃうどう（平等）⊂名］1648
　1862，1863，1868，1869　　　　　　　　　　ひゃうゑどののっぽね（兵衛殿の局）［人名］
ば［接助コ1654，1673，1748，1856，1863，1869，　　　1871
　1872，1873．1876，1888　　　　　　　　　　ひゃうゑのつぼね（兵衛の局）［人名］
ばう（房）［名］1876，1899　　　　　　　　　　　　〔1871〕，1872
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ひゃく（百）［名］1668　　　　　　　　　　　　一リ圃1876
ひゆぼん（警喩品）［名］1646　　　　　　　ふるさと（故郷）［名］1750
ひらく（開く）［自・カ・四］　　　　　　　　　　　こきやう（故郷）1743，1802
　一か困1696　　　　　　　　　　　　　ふるでら（古寺）［名］1705
　一け圃1857　　　　　　　　　　　　　　ぷん（文）［名］1651，△1651，1784
ひらく（開く）［他・カ・四］　　　　　　　　　ふんべつぼん（分別品）［名］1661
　一力》　困　1862
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　一く1困1863
ひんがし（東）［名］1868　　　　　　　　　へ［格助］1746，1755，1863
ひんがしやま（東山）［地名］1757　　　　　　べし［助動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一から因1662，1862　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一く　［圃〕　1863，1872
ふうくわ（風火）［名］1670　　　　　　　　　　　　し隔△1651，△1670，1673，1858，1863
ふえつかんざさんまちげんぜん　　　　　　　　　一き［困1860，1863，1888
　（不越干坐三摩地現前）〔経文］1785　　　　へだつ（隔つ）［他・タ・下ニコ
ふかぎ（不可議）［名］1664　　　　　　　　　－一て圃1899
ふかし（深し）［形・ク］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　一く　　圃　1658，1876
　一し⑬1714　　　　　　　　　　　　　　ぼけきゃう（法華経）［名］1664
　一き1困1669　　　　　　　　　　　　　　ぼさっ（菩薩）［名］1652
ふきゃうぼん（不軽品）［名］1664　　　　　　ぼだい（菩提）［名］1706
ふく（福）［名］1662　　　　　　　　　　　ぼだいじゅ（菩提樹）［名］1659
ふげんぎゃう（普賢経）［名［1675　　　　　　ぼだいしん（菩提心）［名］1781
ふし（節）［名］　　　　　　　　　　　　　　ぼだいしんうん（菩提心論）［名］△1651
　　をり一一（折節）1872・1902　　　　　　　ほっしくどくぼん（法師功徳品）［名］1663
ふしぎ（不思議）［名］1669　　　　　　　　1まっしぼん（法師品）［名］1654
ふナ（伏す）［自・サ・四］　　　　　　　　　　ほっしんひっきゃうにむべつ
　一ナ翻1670　　　　　　　　　　　　　　　（発心畢寛二無別）［経文］1685
ぶっし（仏師）［名］1666　　　　　　　　　ほっナ（欲す）［他・サ変コ
ぷっしゃリ（仏舎利）［名］1873　　　　　　　一す咽1695，1706
ぷっしん（仏身）［名］1660　　　　　　　　ぽど（程）［名］1868，1872
ぶつだう（仏道）［名］1650，1655　　　　　　ほどなし（程なし）［形・ク］
ふね（船）［名］1698　　　　　　　　　　　　－〈圃1862
　　せんちゅう（船中）1692，1762　　　　　　ほとけ（仏）［名］1658
ふもく（浮木）［名］1672　　　　　　　　　ほととぎナ（郭公）［名］1716，1728，1878，
ふもんぼん（普門品）［名］1669　　　　　　　　1890
ふゆ（冬）［名］1804，1897　　　　　　　　　　ほとリ（畔）［名］1900
ふる（降る）［自・ラ・四］　　　　　　　　　　ほのほ（炎）［名］1856，1863
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ほふげん（法眼）［名］1876　　　　　　　　　まくる（捲る）［他・ラ・四コ
ほiふし（法師）［名］　　　　　　　　　　　　　一ら困1863
　　とうれん一（登蓮法師）1899　　　　　まこと（真）［名］1868
ほふりん（法輪）［名］1659　　　　　　　　まさに（当に）［副］1673
ほむら（炎）［名］185Ll860，1863　　　　　　まじ［助動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一き囲ユ862
　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まナ（増す）［自・サ・四］
まうナ［他・サ・四］　　　　　　　　　　　　　一す1困1807
　一し圃△1757，1860，1862，　　　　　　　また（又）［副コ1654，1671，1672，1862
　　1876，1887，〔1888〕　　　　　　　　　　　また（又）［接続］1671
　一ナ圏1872　　　　　　　　　　　　　まつ（松）［名］1894
　一ナ囲1757，1765，1848，1856，1860，　　　　　しょうじゃう（松上）1690
　　1869，1870，1872，1887，1898　　　　　　　まつ（待つ）［他・タ・四］
まうナ（申す）［補助動］　　　　　　　　　　　一ち圃1696
　一し囲〔1871〕　　　　　　　　　　　　　　一つ圏1693，1694，1729
まうしあらはす（申し顕す）［他・サ・四］　　　　一つ囲1709
　一す圃1863　　　　　　　　　　　　　まっぼふまんねん（末法万年）［名コ1678
まうしおく（申し置く）［他・カ・四］　　　　　まで［副助］1876
　一き圃1757　　　　　　　　　　　　　まへ（前）［名］1862
まうしおくる（申し送る）［他・ラ・四］　　　　　　げつぜん（月前）1728，1734
　一り圃1748　　　　　　　　　　　　まゐりあふ（参り逢ふ）［自・ノ・・四コ
まうしつかはナ（申し遣す）［他・サ・四］　　　　一ひ囲1898
　一し囲1755　　　　　　　　　　　　　まん（万）［名］1668
まうつ（詣づ）［自ダ・下・二］　　　　　　　まんじゅしゃげ（曼殊沙華）［名］1644
　　かへり一一く（帰り詣で来）圃1755　　　まんねん（万年）［名］
まうでく（詣で来）［自・力変］　　　　　　　　　　まっぽふ一（末法万年）1678
　一き囲1871　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みまかナ（仕す）［他・サ・下ご］
　一せ圃1857　　　　　　　　　　　　　　み（身）［名］1848，1863
まかる（罷る）［自・ラ・四］　　　　　　　　　　み［接尾］
　一リ圃1750，1753，1757，1876　　　　　　　　かなし一（悲しみ）1863
　一る圃1860　　　　　　　　　　　　　　おんあはれ一（御あはれみ）1863
まかりあふ（罷り逢ふ）［自・ハ・四］　　　　　みかはのにふだう（三河の入道＝大江定
　一ひ囲1887，1899　　　　　　　　　　　　基）［人名］1858
’まかりつく（罷り着く）［自・カ・四］　　　　　みごと（見事）［名］△1670
　一き圃1862　　　　　　　　　　　　　みぞう（未曾有）［名］1647
まぎる（紛る）［自・ラ・下二］　　　　　　　　みだいっけう（弥陀一教）［名］1678
　一れ囲〔1871〕　　　　　　　　　　　　みちちかのさいさう（通親の宰相＝源通親）
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　　［人名］1900　　　　　　　　　　　　　むたはうぺん（無他方便）［経文］1680
みつ（水）［名］1770　　　　　　　　　　　むちゅう（夢中）［名］1671
みな（皆）［名］1646，1648，1650　　　　　　むりゃうぎきゃう（無量義経）［名］1674
みなみ（南）［名］1868　　　　　　　　　　むる（群る）［自・ラ・下二］
みね（峯）［名］1703　　　　　　　　　　　　一れ圃1869
みまかる（身罷る）［自・ラ・四］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　一リ囲1750
みめ（見目）［名］1863　　　　　　　　　　め（目）［名］1862
みやま（御山）［名］1765　　　　　　　　　めいげつ（明月）［名］i735
みゆ（見ゆ）［自・ヤ・下二］　　　　　　　　　めいれう（明了）［形動・ナリ］
　一ゆ　圃　1860　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－fこ　囲　1663
みらいせ（未来世）［名］1649　　　　　　　　めうおんぼん（妙音品）［名］1668
みる（見る）［他・マ・上一］　　　　　　　　　めんめう（面貌）〔名コ1668
　み困1663　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　み㊥171U750，1806，1841，1857，1876，
　　〔1888〕，1900　　　　　　　　　　　　　　も［係助］1654，1668，167L　1750，1755，
　みる圏1658，1702　　　　　　　　　　　　△1757，1856，1863，1868，1869，1872
　みる鰯1899　　　　　　　　　　　　　もし（若し）［副］1661
みる（観る）［他・マ・上一］　　　　　　　　　　もち（十五日）［名］
　一る閣1648　　　　　　　　　　　　　　　きさらき一（ご月十五日）1748
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もって（以て）［副］1645，1650，1653
　　　　　　　　　む　　　　　もてあそぷ（翫ぶ）［他．．・．四］
む［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　一ぶ圏1701
　む膣〕1649，1650，1654，1662，1695，1862　　　もと（許）［名］1746，1748，1755
　む因1863　　　　　　　　　　　　　　　もと（下）［名］1700
むかし（昔）［名］1750　　　　　　　　　　もの（者）［名］1655，1673
むかふ（向かふ）［自・ハ・四］　　　　　　　　　もの（物）［名］1848，1857
　一ひ圏1693，1862，1887　　　　　　　　ものがたリ（物語）［名］1887，〔1888〕
むかふ（迎ふ）［他・ハ・下二］　　　　　　　　　ものを［接助］1872
　一へ圃1873　　　　　　　　　　　　　　ももち（百千）［名］1862
むしゃ（武者）［名］1868，1869，1870，　　　　もゆ（燃ゆ）［自・ヤ・下二］
　　〔1871〕，1872　　　　　　　　　一え囲1851
むじゃう（無上）［名コ1655，1659　　　　　　もん（門）［名］1862
むしゃうじゃうりふいん（無生浄立因）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　［経文］1681
むじゃうだう（無上道）［名］1657，1660　　　や［係助］1755，1868，1869
むナぶ（結ぶ）［他・バ・四］　　　　　　　　　や［間助］1863
　一ぶ⑬1770　　　　　　　　　　　　　　やう（様）［名］1750，1757
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やうやく（漸く）［副］1694，1695　　　　　　よナ（寄す）〔他・サ・下二］
やくさうぼん（薬草品）［名コ1648　　　　　　　　　せ囲1706，1758
やくおうぼん（薬王品）［名］1667　　　　　　　　　す圃1764
やなぎ（柳）［名］1715　　　　　　　　　　よにん（余人）［名］1663
やま（山）［名コ　　　　　　　　　　　　　　　よのなか（世の中）［名］1673；1868
　　しでの一一（死出の山）1869　　　　　　よむ（詠む）［他・マ・四］
　　み一（御山）1765　　　　　　　　　み囲1711，1714，1730，1735，1757，
やまだち（山賊）［名コ1869　　　　　　　　　　1758，1765，1771，1808，1821，1839，
やまでら（山寺）［名］1757　　　　　　　　　　　〔1871〕，1876，1879，1883，1887，1889，
やる（遣る）［他・ラ・四］　　　　　　　　　　　1894，1898，1899，1900
　　さし一（差遣る）　　　　　　　　　　　よリ［助］1664，1746，1748，1857，1862，1863
　　　　－一り圃〔1888〕　　　　　　　　　　よりまさ（頼政＝源頼政）［人名］1898
　　なげ一（投げ遣る）　　　　　　　　　　ようつ（万）［名］1839
　　　　　　り囲1862　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
　　　　　　　　　ゆ　　　　　ら（等）［接尾］1650
ゆ（湯）［名］1857　　　　　　　　　　　　　らうげぢょ（老下女）［名］1898
ゆき（雪）［名］1713，1766，1876，1889，1899　　らうじん（老人）［名］170U702，1740
　　せっちゅう（雪中）五763　　　　　　　　らむ［助動コ
ゆしゅつぼん（涌出品）［名］1659　　　　　　　　む圏1869
ゆゐかいぎふせふはういつ　　　　　　　　　　らる［助動］
　　（唯戒及施不放逸）［経文］1687　　　　　　　れ㊥1869，187L〔1871〕，1872
ゆゐしょうみだ（唯称弥陀）［経文］1680
ゆめ（夢）［名］
　むちゆう（夢中）1671　　　　　　　　　　　り［助動］
ゆゑ（故）［名コ1645，1653　　　　　　　　　　リ圃1656
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る1困1714，1857
リ
　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　りしゃうばう（理性房）［寺名］1876
よ（夜）［名］1748，1897　　　　　　　　　　リもつへんぞう（利物偏増）［経文］1678
よ（世）［名コ1645，1757，1869　　　　　　　　リやう（量）［名］1653
　　一のなか（世の中）1673，1868　　　　　リやうにん（両人）［名］1765
よ［助］1869　　　　　　　　　　　　　　　リやくこふ（歴却）［名］1669
ようがん（容顔）［名］1667　　　　　　　　　リんみゃうしゅうじふずゐしゃ
よぎゃうしつめつ（余経悉滅）［経文コ1678　　　　（臨命終時不随者）［経文］1687
よく（能く）［副］1670
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
よし（由）［名］1862，1888
よし（良し）［形・クコ　　　　　　　　　　　　る［助動］
　　　〈囲〕△1757　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　囲　1858，1863，1873，1887，1900
るてんさんがいちゅう（流転三界中）［経文］
　　1686
れ
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を
を［格助］1645，1647，1648，1649，1650，1651
　　1652，1653，1654，1655，1656，1657，1658，
れい（例）［名］1757，1876，1878　　　　　　　　　　1659，1660，1664，1667，1668，1670，1673，
れんが（運歌）「名］1871，〔1871〕，〔1888〕　　　　　1688，1689，1693，1694，1695，1696，1697，
れんげしょかいらく（蓮花初開楽）［名］　　　　　1698，1699，1700，1701，1702，1705，1706，
　　1788　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1709，1711，1714，1729，1730，1734，五735，
れんや（連夜）［名］1893　　　　　　　　　　　　1740，1745，1750，1757，△1757，1758，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1761，1765，1766，1770，1784，1808，1841，
　　　　　　　　　ろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1848、1851，1856，1857，1858，1860，1862，
ろくでう（六条）［地名］1899　　　　　　　　　　1863，1871，1874，1876，1878，1887，
うん（論）［名コ178L　1784　　　　　　　　　　　〔1888〕，1889，1890，1893，1894，1898，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1899，1900　　　　　　　　　わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もの　　1872
わ（我）［代名］1646　　　　　　　　　　　　をしふ（教ふ）「他・ハ・下二］
わかな（若菜）［名］1758　　　　　　　　　　　一へ囲1862
わかし（若し）［形・ク］　　　　　　　　　　　をしむ（惜しむ）［他・マ・四コ
　ーき園〔1871〕　　　　　　　　　　　　　一む圃1657
わがふ（和合）［名］1668　　　　　　　　　　をとこ（男）［名］1750，1755，1851
わけいる（分け入る）［自・ラ・四］　　　　　　をののく（戦く）［自・カ・四］
　一リ圃1863　　　　　　　　　　　　　　　一き囲Il860
わざわい（災）［名］1670　　　　　　　　　をはリ（臨終）［名］△1757
わたリ（渡る）［他・ラ・四］　　　　　　　　　をリ（折）［名］1862，1872，1879，1887
　一る圃1869　　　　　　　　　　　　　をりふし（折節）〔名］1872，1902
わる（割る）［他・ラ・四］　　　　　　　　　　をんな（女）［名］1851
　一リ圃1848
われ（我）［代名⊃1648，1650，1651，1654，
　　1656、1657，1659，1673，1806，1873
ゐ
ゐる（居る）［自・ワ・上二］
　　こもり一（籠り居る）
　　　　一ゐ⑳1757
ゑ
ゑ（絵）［名］
　　ぢごく一（地獄絵）1841
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あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
あかし（明し）［形・ク］　　　　　　　　　　　いう（優）［形動・ナリ］
　　　カxリ　囲1937　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘こ圃1928
あがる（上る）［自・ラ・四］　　　　　　　　　　　　なリ囲△1932
　　おもひ　　（思ひ上る）　　　　　　　　いかだ（筏）［名］〔1928〕
　　　　一り囲｝△1932　　　　　　　　　いけ（池）［名］1926，1937
あき（秋）［名］〔1920〕　　　　　　　　　　いし（石）〔名］1926
あく（明く）［自・カ・下二］　　　　　　　　　いだす（出す）［他・サ・四］
　　一｛ナ囲1923　　　　　　　　　　　　　－一し0到1923
あと（跡）［名］1925　　　　　　　　　　　　　　よみ　　（詠み出す）
あはす（合す）［他・サ・下二］　　　　　　　　　　　　一し㊥〔1929〕
　一一せ囲〔1920〕　　　　　　　　　　　　　いつ（何時）［代名］1923，1931
あはれ［形動・ナリ］　　　　　　　　　　　　いつ（出づ）［他・ダ・下ニコ
　　　に圃1931　　　　　　　　　　　　　　　おもひ一（思ひ出づ）
　一なリ⑬〔1929〕　　　　　　　　　　一一で圃△1932
あふ（逢ふ）［自・ハ・四］　　　　　　　　　　　　たち　　（立ち出づ）
　一ひ圃1936　　　　　　　　　　　　　で圃〔1924〕
　　まかり一一（罷り逢ふ）　　　　　　　　　いつみ（泉）［名］1937
　　　　一ひ圃1936　　　　　　　　　　いと［副］〔1929〕
あまうへ（尼上）［名］　　　　　　　　　　　いふ（言ふ）〔他・ハ・四］
　　をはりの　　（尾張の尼上）〔1924〕　　　　　　ふ圃1910
あめ（雨）［名］〔1922〕　　　　　　　　　　　　一ふ1菌1908，1909，1915，1916，1936
　　うちゅう（雨中）1908，1913　　　　　　　いまだ（未だ）［副］〔1928〕
あやまる（誤る）［他・ラ・四］　　　　　　　　いる（入る）［自・ラ・四］
　一リ囲△1932　　　　　　　　　　リ圃〔1921〕
あらそふ（争ふ）［他・ハ・四］　　　　　　　　いる（入る）［他・ラ・下ニコ
　ーひ囲1910　　　　　　　　　　　れ囲〔1932〕
あリ（有り）［自・ラ変］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　ーリ囲｜1930
　一る囲〔1929〕　　　　　　　　　　　　うけたまはる（承る）［他・ラ・四］
ありあけ（有明）［名］1919　　　　　　　　　　一る⑥△1932
あんしち（庵室）［名］〔1928〕，〔1932〕　　　　　うすらか（薄らか）［形動・ナリ］
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　一なる囲1928　　　　　　　　　　　　かうや（高野）［地名］1937，1938
うた（歌）［名］△1932，1933　　　　　　　　かうらん（高欄）［名］〔1922〕
うちゅう（雨中）［名］1908，1913　　　　　　かかリ（斯かり）［自・ラ変］
うづまさ（太秦）［地名］1919　　　　　　　　一る｛困1925
うつもる（埋る）［自・ラ・下二］　　　　　　　かかる（懸る）［自・ラ・四］
　一・れ圃1926　　　　　　　　　　　　リ圃△1931
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かきのころも（柿の衣）［名］1928
　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かく（書く）［他・カ・四］
おく（置く）［他・カ・四］　　　　　　　　　　　一き圃1925，1926，1937
　　さし一（差置く）　　　　　　　　　　かく（懸く）［他・カ・下二］
　　　　一か困1932，〔1932〕　　　　　　　　一け圃〔1922〕
おと（音）［名］1926　　　　　　　　　　　かく（斯く）［副］1919，1925，1928，1930，
おとす（落す）［他・サ・四コ　　　　　　　　　　　1931
　－一し囲1926　　　　　　　　　　　　　かくて（斯くて）［接続］〔1920〕，〔1929〕
おなじ（同じ）［形・シク］　　　　　　　　　　かし［終助］1926
　　　じ囲1908　　　　　　　　　　　　　かた（形）［名］1926
おのおの（各々）［副］〔1921〕，1923，1925　　　かづらきやま（葛城山）［地名］1938
お1まし（多し）［形・ク］　　　　　　　　　　　かなふ（叶ふ）［自・ハ・四］
　一力・る鰯〔1924〕　　　　　　　　　　　　　一一は困1936
おほはら（大原）［地名］〔1924〕　　　　　　　かはつ（蛙）［名］1937
おぼゆ（覚ゆ）［自・ヤ・下二］　　　　　　　　かはる（変る）［自・ラ・四］
　一え圃1922，1928，1931，△1931　　　　　　　　ら困△1932
　一ゆ圏1924，〔1928〕　　　　　　　　　　かへす（返す）［他・サ・四］
おもひ（思）［名コ1911，1925，1930　　　　　　　　さし一（差返す）
おもひあがる（思ひ上る）［自・ラ・四］　　　　　　　　一一し働1930
　　　リ㊥△1932　　　　　　　　　　　　かヘリごと（返事）［名］△1931，1932，
おもひいつ（思ひ出づ）［他・ダ・下二］　　　　　　〔1932〕
　一で圃△1932　　　　　　　　　　　　かへる（帰る）［自・ラ・四］
おもひさだむ（思ひ定む）［他・マ・下二］　　　　　　リ圃1923，〔1924〕，〔1928〕，1931
　　　め圃1931　　　　　　　　　　　　　かみ（上）［名］〔1928〕
おもふ（思ふ）［他・ハ・四］　　　　　　　　　　かる（枯る）［自・ラ・下二］
　一ひ圃1926，△1931　　　　　　　　　　　一れ⑳〔1929〕
　一．る、　眉∋　〔1921〕，1930
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きおりゐる（降り居る）［自・ワ・上一］
　　　ゐ㊥1930　　　　　　　　　　　　　き［助動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し囲△1932
　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく（聞く）［他・カ・四］
が［格助］1919，1925，1926，△1932，　　　　　　一き囲1937
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　一く　圃　1909，1910，1916
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こきせい［不明］1926
きたしらかは［地名］1936　　　　　　　　　こ（是）［代名］1920，1932，△1932
きゃう（京）［名］〔1932〕　　　　　　　　　　こうくわい（後会）［名］1923
きゃう（経）［名］〔1928〕　　　　　　　　　　こうよほふげん（覚誉法眼）［人名］1907
ぎゃうれんほふし（行蓮法師）［人名］1936　　ごぐわつ（五月）［名］→さつき
きょう（興）［名］1922　　　　　　　　　　こころ（心）［名］1930，△1932，1936
きる（着る）［他・カ・上一］　　　　　　　　　こだかし（木高し）［形・ク］
　き囲〔1922〕，1928　　　　　　　　　　　く囲1926
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こたび（今度）［名コ1924
　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと（事）［名コ1908，1909，1910，1915，1916，
〈（来）［自・力変］　　　　　　　　　　　　　〔1920〕，1930，1931，△1932，1936，1937
　き囲〔1922〕，〔1928〕　　　　　　　　　　　　かへり一（返事）△193L　1932，（1932）
くうにん（空仁）［人名］〔1928〕，〔1932〕，　　　こと（異）［接頭］
　△1932　　　　　　　　　　　　　　　　　　一びと（異人）1920
〈うにんほふし（空仁法師）［人名］〔1928〕　　ことがら（事柄）［名］1926
ぐす（具す）［他・サ変］　　　　　　　　　　ことびと（異人）［名］1920
　一し囲1925，1926，〔1928〕　　　　　　　こひ（恋）［名コ1917，1918，1936
くだる（下る）［自・ラ・四コ　　　　　　　　　　こむ（籠む）［他・マ・下二］
　一り圃〔1928〕，△1931　　　　　　　　め圃〔1932〕
くやしむ（悔しむ）他・ア・四］　　　　　　　こもる（籠る）［自・ラ・四］
　一む1困1918　　　　　　　　　　　　　　－一リ囲1919，1926，〔1928〕，1931
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ころ（頃）［名］△1932
　　　　　　　　　け　　　　　　　　　　　　ころも（衣）［名］
けどむりゃうじゅ（化度無量衆）［経文］　　　　　かきの一（柿の衣）1928
　　〔1929〕　　　　　　　　　　　　　　　　こゑ（声）［名］〔1929〕
けむ［助動コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　一む圏△1931
　一む［困1925　　　　　　　　　　　　　さ（然）［副］1924
　一め日△1931　　　　　　　　　　　　さいぢゅう（西住）［人名］1919，〔1922〕，
けリ［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1928〕，1929
　一リ圏1919，〔1920〕，1926，1928，1929　　さしおく（差置く）［他・カ・四］
　一る［困1907，1911，1919，1921，〔1921〕，　　　　　　か困1932，〔1932〕
　　〔1922〕，1923，〔1924〕，1925，1926，1928，　　さしかへす（差返す）［他・サ・四］
　　〔1928〕，〔1929〕，1930，1931，1932，〔1932〕，　　　　し囲1930
　　1936，1937，1938　　　　　　　　　　　さしはなる（差離る）［自・ラ・下二］
　一れ日1919，〔1920〕，1920，1922，　　　一れ圃〔1929〕，1931
　　〔1922〕，1923，〔1924〕，1931，△1931　　　　さだむ（定む）［他・マ・下ニコ
聞書残集詞書・左注索引　267
　　おもひ一（思ひ定む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　　　　一め圃1931
さつき（五月）［名］1915　　　　　　　　　せき（堰）［名］△1931
さて［接続］1923　　　　　　　　　　　　　　ゐ一（井堰）△1931
さなへ（早苗）［名］1916　　　　　　　　　　せなか（背中）［名］〔1920〕
さむし（寒し）［形・ク］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　一一一力、リ圃〔1920〕
さんにち（三日）［名］　　　　　　　　　　　そ（其）［代名］〔1921〕，1926，〔1928〕
　　リやう一（両三日）〔1924〕　　　　　　ぞ［係助］1926，1931，△1932
さんみ（三位）［名］
　　もといへの＿（基家の三位）1936　　　　　た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だい（願）［名コ1919，1923，1933
　　　　　　　　　し　　　　だし、ちとくゆうけん（大智願健）［殿］
した（下）［名］1930　　　　　　　　　　　　　　〔1g2g〕
しむ（浸む）［自・マ・四］　　　　　　　　　　たかし（高し）［形・ク］
　一み圃1926　　　　　　　　　　　　　　　こ一（木高し）
じゃうくう（静空）［人名］〔1920〕，〔1921〕　　　　　　　　く圃1926
じゃくせう（寂昭）［人名］〔1920〕　　　　　　たき（滝）［名］1926
じゃくねん（寂然）［人名］1919，1923，1924，　ただもリ（忠盛）［人名］1937
　〔1924〕　　　　　　　　　　　　　　　　　たちいつ（立ち出づ）［自・ダ・下二］
しゅがくゐん（修学院）〔寺名］1926　　　　　　　　て圃〔1924〕
しらす（知らす）［他・サ・下二］　　　　　　　たつ（立つ）［自・タ・四コ
　　　せ困1918　　　　　　　　　　一ち圃1928，1938
しる（知る）［他・ラ・四］　　　　　　　　　　　たっ（立つ）［他・タ・下二］
　　　ら困玉923　　　　　　　　　　　て圃1926
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たてまつる（奉る）［補助動］
　　　　　　　　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る〔困1937
す（為）［他・サ変］　　　　　　　　　　　　たふとし（尊し）［形・ク］
　し圃〔1920〕，〔1932〕　　　　　　　　　　　〈囲〔1929〕
す［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　ためただ（為忠）［人名］1919
　せ囲1932，〔1932〕　　　　　　　　　　　　ためなリ（為業）［人名］1919
ず［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　たリ［助動］
　ざリ［圃1922，〔1928〕　　　　　　　　　　　一リ圃1919，〔1922〕，1926，1928，
　ず　歴｝1920，1923，1926，1931，△1932　　　　　　　　　　　　〔1928〕，〔1929〕，〔1932〕1936
　ざる［困1936　　　　　　　　　　　　　　　　　一る1困1926，〔1929〕，1931，△1932
　ぬ届〔1921〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　ね日1925
ナみがま（炭竈）［名］1925　　　　　　　　　ちしゃ（智老）［名］〔1924〕
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ときれう（斎料）［名］〔1932〕
　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　ところ（所）［名］1926，〔1928〕
ついで（序）［名］1925　　　　　　　　　　　とて［格助］〔1928］
つかはす（遣す）［他・サ・四］　　　　　　　　となリ（隣）［名］1910
　　　し圃〔1932〕　　　　　　　　　　　　ども［接助］△1931，△1932
つき（月）［名］1937　　　　　　　　　　　　とリ（取る）〔他・ラ・四」
つく（付く）［他・カ・下二］　　　　　　　　　　　　　リ圃1916
　　　け困1922　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
　一1ナ　囲　1929，1930，1932
　　　く圃1920　　　　　　　　　　　　　なか（中）［名］〔1932〕
つぐ（告く・）［他・ガ・下二］　　　　　　　　　　　うちゅう（雨中）1908，1913
　　まうし一（申し告ぐ）　　　　　　　　　ながら［助］〔1921〕
　　　　一一ぐ⑬△1932　　　　　　　　　　なく（鳴く）［自・カ・四］
つつ［助］〔1920〕，1931　　　　　　　　　　　　　　き囲1937
つつむ（慎む）［他・マ・四］　　　　　　　　　なごリ（名残）［名］〔1924〕，1924，〔1928〕，
　　　む［困1917　　　　　　　　　　1930
つまど（妻戸）［名］1925　　　　　　　　　なし（無し）［形・ク］
つりどの（釣殿）〔名］1926　　　　　　　　　　一く囲1922，△1931
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一き〔困△1932，1933
　　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　なみなみ（並々）［形動・ナリ］
て［接助コ1910，1911，1916，1919，〔1920〕，　　　　　ひと一（人並々）
　　〔1921〕，1922，〔1922〕，1923，1924，〔1924〕，　　　一一一に囲〔1921〕
　　1925，1926，〔1928〕，1928，〔1929〕，1930，　　なら（奈良）［地名］1907
　　1931，△1931，〔1932〕，1932，△1932，1936，　　ならふ（習ふ）［他・ハ・四］
　　1937，1938　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1ま　因　1925
　　かく　　（斯くて）　〔1920〕，〔1929〕　　　　なリ［助動・指定］
で［接助］1918　　　　　　　　　　　　　　　一ら困〔1921〕
てばこ（手箱）［名］〔1932〕　　　　　　　　　　一る⑥〔1929〕，1930
てら（寺）［名］　　　　　　　　　　　　　　　一れ日△1932
　　やま　　（山寺）1923　　　　　　　　　なる（成る）［自・ラ・四］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一リ⑳1926
　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なんど［接尾］〔1920〕
と（戸）［名］　　　　　　　　　　に
　　つま一（妻戸）1925
と［格助］1908，1909，1910，1915，1916，1919，　に［格助］1909，1911，1919，〔1920〕，〔1921〕，
　　1920，1921，1923，〔1924〕，1924，1925，　　　　　　　　　　　1921，〔1922〕，1923，〔1924〕，〔1925〕，
　　1926，1931，△1931，△1932，1936　　　　　　　　　　　　　　1926，〔1928〕，〔1929〕，1930，1931，△1931
ときは（常盤）［地名］1919　　　　　　　　　　　〔1932〕，1932，△1932，1936，1937，1938
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にうじ（虹）［名］1938　　　　　　　　　　　　　　一れ圃〔1929〕，1931
にて［格助］1907，1908，〔1920〕，〔1929〕，1937　はなれがたし（離れ難し）［形・ク］
には（庭）［名］〔1924〕　　　　　　　　　　　一く圃1930
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はべリ（侍り）〔自・ラ変］
　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ら困1931
ぬ［助動］　　　　　　　　　　　一リ圃1919，〔1920〕，1937
　に圃1923　　　　　　　　　　　　　　　はべリ（侍り）〔補助動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一リ　囲璽△1931
　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひの［格助］1907，1908，1913，〔1920〕，1920，
　　〔1921〕，〔1922〕，〔1924〕，1924，1926，　　　　ひがさ（檜笠）［名］〔1922〕
　　〔1928〕，1928，〔1929〕，1930，△1931，1932，　ひと（人）〔名］1922，1926，1932
　　△1932，1936，1937，1938　　　　　　　　　　　こと一一（異人）1920
のがる（逃る）［自・ラ・下二］　　　　　　　ひとなみなみ（人並々）［形動・ナリ］
　　　れ　困　〔1928〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一∫こ　［i亘〕〔1921〕
のこる（残る）［自・ラ・四］　　　　　　　　　ひとびと（人々）［名コ1925，1926，1936，1937
　　やぶれ一（破れ残る）　　　　　　　　ひとめ（人目）［名］1917
　　　　一り圃1926　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふのちのよ（後の世）［名］〔1921〕
のぶ（述ぶ）［他・パ・下ニコ　　　　　　　　　ふね（舟）［名］〔1928〕
　　　ぺ㊥191L1925，1930　　　　　　　　ふみ（文）［名］〔1932〕
のみ［副助］1926　　　　　　　　　　　　ふる（降る）［自・ラ・四］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一リ　［圃｝〔1922〕
　　　　　　　　　は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へは［係助］〔1921〕，1924，1926，△1932
ば［接助］1919，〔1920〕，1920，〔1922〕，1922，　　へ［格助］1923，〔1928〕，1931，1932，1938
　　〔1924〕，1925，1926，1931，△1931　　　　　　べし［助動］
ぱう（房）［名］1908　　　　　　　　　　　　一から困1920
’まカ》リ　［冨‖助］1926　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　⑳△1932
はこ（箱）［名］　　　　　　　　　　　　　　　　　　し⑬1930
　　て一一（手箱）〔1932〕　　　　　　　　　　一き1困1931
はし（橋）［名］1926
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほはだ（肌）［名］〔1920〕
はちでう（八条）［地名］1937　　　　　　　　ほい（本意）［名］△1931
はな（花）［名コ　　　　　　　　　　　　　ほか（他）［名］1931
　　らくくわ（落花）1908　　　　　　　　　ほとけ（仏）［名］1937
はなる（離る）［自・ラ・下二］　　　　　　　　ほととぎす（郭公）［名］1909，1910，1911，
　　さし　　（差離る）　　　　　　　　　　　　1912，1913，1915，1916
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ほふうんゐん（法雲院）［寺名］1907　　　　　みゆ（見ゆ）［自・ヤ・下ニコ
ほふげん（法眼）［名］　　　　　　　　　　　　一ゆ歴｝1926
　　こうよ　　（覚誉法眼）1907　　　　　　みる（見る）［他・マ・上一］
ほふし（法師）［名］　　　　　　　　　　　　　み囲〔1922〕，1925，1926，〔1928〕，1938
　　くうにん　　（空仁法師）〔1928〕　　　　　みれ日1926
　　ぎゃうれん　　（行蓮法師）1936　　　　みわく（見分く）［他・カ・四コ
ほふりん（法輪）［寺名］〔1928〕，1932　　　　　一か困1926
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
まう．しつぐ（申し告ぐ）［他・ガ・下ご］　　　　む［助動］
　　　ぐ⑬△1932　　　　　　　　　む圏1925，△1931
まうす（申す）［他・サ・四］　　　　　　　　　むかし（昔）［名］△1932
　　　さ困△1931　　　　　　　　　　　　むご（無期）［形動・ナリ］
　　　し囲｝〔1920〕，1920，〔1921〕，1921，　　　　一に匪到1922
　　〔1924〕，1924，1925，〔1928〕，1928，1931
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　一す［困1919，1923，〔1924〕
まかりあふ（罷り逢ふ）［自・ハ・四コ　　　　　め（目）［名］1926
　　　ひ圃1936　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もまかる（罷る）［自・ラ・四］
　一ら困1925　　　　　　　　　　　　　も［係助］1925，1931，△1932
　　　リ囲1919，〔1924〕，1925，1926，1936，　　もと（許）［名］1907，〔1924〕，1936
　　1937　　　　　　　　　　　　　　　　もといへ（基家）［人名］1936
　　　る〔困1931　　　　　　　　　　　　　ものがたリ（物語）［名］〔1920〕，〔1921〕，
まこと（実）［形動・ナリ］　　　　　　　　　　　　〔1924〕，〔1928〕
　一｜ご　圃　1924
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまだ［副］1925
まつ（松）［名］1926，1930　　　　　　　　　や［係助］1931，△1932
まつ（侍つ）［他・タ・四］　　　　　　　　　　やう（様）〔名］〔1921〕，1926，〔1929〕
　　　つ圃1915　　　　　　　　　　　　　　やすらふ（安らふ）［自・ハ・四］
まで〔副助コ〔1922〕，1926，〔1928〕，1931　　　　　　　は困〔1924〕
まゐる（参る）〔自・ラ・四コ　　　　　　　　　やぶれのこる（破れ残る）［自・ラ・四］
　　　リD亘〕〔1928〕，1932，1938　　　　　　　　リ圃1926
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やま（山）［名コ
　　　　　　　　　みかづらき＿（葛城山）1938
み（身）［名］1926　　　　　　　　　　　　　やまでら（山寺）［名］1923
みち（道）［名］〔1921〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆみな（皆）［名コ1926
みの（簑）［名］〔1922〕　　　　　　　　　　　ゆめ（夢）［名］1909
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ゆゑ（故）［名］〔1929〕　　　　　　　　　　わたる（渡る）［他・ラ・四］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一り　圃　〔1929〕
　　　　　　　　　よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐよ（世）［名］〔1928〕
　　のちの一（後の世）　〔1921〕　　　　　　ゐぜき（井堰）［名］△1931
よし（由）［名］〔1921〕，〔1924〕　　　　　　　ゐる（居る）［自・ワ・上一］
よす（寄す）［他・サ・下二］　　　　　　　　　　ゐ圃〔1920〕
　一せ圃1911　　　　　　　　　　　　　おり一（降り居る）
よみいだナ（詠み出す）［他・サ・四］　　　　　　　　一ゐ圃1930
　一し圃〔1929〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑよむ（詠む）［他・マ・四］
　一み圃1907，工919，1923，1936　　　　　ゑ（絵）［名］1926
より［助］〔1932〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を［格助］1907，1908，1909，1910，1911，1915，
らくくわ（落花）［名］1908　　　　　　　　　　1916，1917，1919，〔1922〕，〔1928〕，〔1932〕，
らむ［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　△1932，1936，1937，1938
　一め固△1932　　　　　　　　　　　　をしむ（惜しむ）［他・マ・四］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一み圃〔1928〕
　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をのどの（小野殿）［邸名］1926
リっしゅん（立春）［名］1907　　　　　　　　をはりのあまうへ（尾張の尼上）［人名］
リやうさんにち（両三日）［名］〔1924〕　　　　　〔1924〕
リやうぜん（良邊）［人名］1925　　　　　　　をリ（折）［名］1926
　　　　　　　　　る
る［助動］
　れ困1926
　れ　囲　〔1924〕，1926
　　　　　　　　　れ
れんが（連歌）［名］〔1920〕，1920，〔1932〕
　　　　　　　　　わ
わナる（忘る）［他・ラ・下二］
　一れ　圃　△1932
わたす（渡す）［他・サ・四］
　一さ困1926
おたリ（渡）［名］〔1928〕
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あなかしこ［感動］　　　　　　　　　せ働
あはれ［形動・ナリ］　　　　　　　　　　　　ず［助動］
　一に圃　　　　　　　　　　　　　　　　ざリ圃
いそぐ（急ぐ）［自・ガ・四］　　　　　　　　　　ぬ1菌
　一ぎ圃　　　　　　　　　　　　　　　　そこ（其所）［代名］
おく（奥）［名］　　　　　　　　　　　　　　つかひ（使）［名コ
おもふ（思ふ）［他・ハ・四］　　　　　　　　　つたふ（伝ふ）［他・ハ・下二］
　一ひ圃　　　　　　　　　　　　　　　一へ困
かきぐす（書き具す）［他・サ変］　　　　　　　て［格助］
　一し圃　　　　　　　　　　　　　　　　と［接助］
かく（書く）［他・カ・四］　　　　　　　　　　とし（疾し）［形・ク］
　一か困　　　　　　　　　　　　　　　　　一一く働
　一一き圃　　　　　　　　　　　　　　　　とて［格助］
かしこ（畏）［形容詞「畏し」の語幹］　　　　　な［終助］
　あなかしこ　　　　　　　　　　　　　　　など［接尾］
かならず（必ず）［副］　　　　　　　　　　　なリ［助動・指定］
き［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に圃1907
　し囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　に［格助コ
ききがきしふ（聞書集）［名］　　　　　　　　の［格助］
きたこうちみぷきゃう（北小路壬生卿＝藤原　　は［係助コ
　　家隆）［人名］　　　　　　　　　　　　　ば［接助］
ぐす（具す）［他・サ変］　　　　　　　　　　ひと（人）［名］
　一し圃　　　　　　　　　　　　　　　　　ひゃうゑどの（兵衛殿＝上西門院兵衛局）
けリ［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　［人名］
　一る囲　　　　　　　　　　　　　　　　へ［格助］
こと（事）［名］　　　　　　　　　　　　　　ぺし［助動］
これ（是）［代名］　　　　　　　　　　　　　　　一し翻
さうらふ（候ふ）［自・ハ・四］　　　　　　　　ほか（他）［名］
　一ふ圃　　　　　　　　　　　　　　　　まうしつく（申し付く）［他・カ・下二］
　一へ圓　　　　　　　　　　　　　　　一け圃
さうらふ（候ふ）［補助動］　　　　　　　　　まうナ（申す）［他・サ・四］
　一は困　　　　　　　　　　　　　　　　一し圃
　一ひ圃　　　　　　　　　　　　　　　　まかる（罷る）［自・ラ・四］
す［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ら因
また（又）［副］　　　　　　　　　　　　も［係助］
まへ（前）［名］　　　　　　　　　　　　　　　　もと（許）［名］
まゐらナ（参らす）［他・サ・下ご］　　　　　　や［係助］
　一せ圃　　　　　　　　　　　　　　　　　より［格助］
　一せよ囹　　　　　　　　　　　　　　　　　らむ［助動］
みぶきゃう（壬生卿＝北小路一）　　　　　　一む圏
むず［助動］　　　　　　　　　　　　　　　らる［助動］
　一ず咽　　　　　　　　　　　　　　　　　一れ圃
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あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
あいしる（相知る）［自・ラ・四］　　　　　　　いせ（伊勢）［地名］2108，2118，2124，2125，
　一リ囲2130　　　　　　　　　　　　　　　　　　2127
あき（秋）［名］2089　　　　　　　　　　　　いそぐ（急ぐ）［自・ガ・四］
　　ざふの　　（雑秋）2047　　　　　　　　　一ぎ㊥2103
　　しょしう（初秋）2009　　　　　　　　　いだナ（出す）［他・サ・四コ
あきかぜ（秋風）［名］2011　　　　　　　　　　　よみ　　（詠み出す）
あした（朝）［名］2095　　　　　　　　　　　　　　－一し囲2103
あづま（東）［名］2130，2138　　　　　　　　いつ（出づ）［自・ダ・下ニコ
あと（跡）［名］2088　　　　　　　　　　　　　　で㊥1981
あはれ［形動・ナリ］　　　　　　　　　　　　　　おもひ　　（思ひ出づ）
　一一に囲12087，2089　　　　　　　　　　　　　　一で因2130，2153
　　　なリ圃2088　　　　　　　　　　　　いっしん（一身）［名］2153
　　　なリ圏2088，2139　　　　　　　　　　いつれ（何れ）［代名］2153
あふ（逢ふ）［自・ハ・四］　　　　　　　　　　いと（副）2087，2139
　　まかり　　（罷り逢ふ）　　　　　　　　いとま（暇）［名］2083
　　　　　　ひ囲2139　　　　　　　　　　　いなぶ（辞ぶ）［他・バ・上二］
あまた（数多）［副］2016，2139　　　　　　　　　び圃2103
あやめ（菖蒲）〔名］2106　　　　　　　　　いのち（命）［名］2139
あらたむ（改む）［他・マ・下二］　　　　　　　いふ（言ふ）［自・ハ・四コ
　ーめ困2088　　　　　　　　　　　　　　　　ふ1困2034
あられ（霰）［名］2065　　　　　　　　　　　いへなリ（家成＝藤原家成）［人名］
あリ（有り）［自・ラ変コ　　　　　　　　　　　　ちゅうなごん　　（中納言家成）2087
　－一ら困2088，2139　　　　　　　　　　　いほリ（庵）［名］2114
　　　リ囲2095　　　　　　　　　　　　　いま（今）［名］2095
　　　リ匿〕2088，2124　　　　　　　　　　　いる（入る）［他・ラ・下二］
　一れ固2103　　　　　　　　　　　れ厘｝2125
ありがたし（有難し）［形・ク］　　　　　　　　　　たち　　（立入る）
　　　き1困2139　　　　　　　　　　　　　　り圃2088
ある（或）［連体］2102
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
うかる（浮かる）［自・ラ・下二］
西行和歌拾遺詞書索引　275
　　すみ一（住み浮かる）　　　　　　　　　一ふ圃2126
　　　　一れ圃2108　　　　　　　　　　おん（御）［接頭コ
うぐひナ（鶯）［名］1941　　　　　　　　　　　一こと（御事）2088
うた（歌）［名］2016，2017，2036，2063，2085，　　　一さいじつ（御祭日）2109
　2088，2095，2103，2107，2124，2132，2140　　　　　一とき（御時）2099
うたあはせ（歌合）［名］2141　　　　　　　おんこと（御事）［名］2088
　　みもすそがは一（御裳濯河歌合）2140　おんさいじつ（御祭日）［名］2109
　　みやかは一（宮河歌合）2146，2150　　　おんとき（御時）［名］2099
うつリ（遷）［名］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　みやこ一（都遷）2124
うめ（梅）［名］1948　　　　　　　　　　　か［係助］2153
うリ（瓜）［名］2107　　　　　　　　　　　　かうや（高野）［地名］2091，2101
うゑもんのかみ（右衛門督＝平清宗）［人名］　かうやのやま（高野の山）［地名］2108
　　2126　　　　　　　　　　　　　　　　　かかはる（係はる）［自・ラ・四］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ら困2103
　　　　　　　　　お　　　　　かかリ（斯り）［自．。変］
お（御）［接頭］　　　　　　　　　　　　　　一る囲2139
　　一こつ（御骨）2091　　　　　　　　　かかる（懸る）［自・ラ・四］
おく（奥）［名］2103，2104，2141，2150　　　　　　はひ一（這ひ懸る）
おくる（送る）［他・ラ・四］　　　　　　　　　　　　　一り圃2107
　一ら困2126　　　　　　　　　　　　　かきそふ（書き添ふ）［他・ハ・下二］
　一る⑬2144　　　　　　　　　　　へ圃2099
　一れ口2142　　　　　　　　　　　　かきつく（書き付く）馳・か下二］
おこつ（御骨）［名］2091　　　　　　　　　　一け圃2103，2125，2141
おどろく（驚く）［自・カ・四］　　　　　　　　かきつばた（杜若）［名］1983
　一き囲2103　　　　　　　　　　　　　かく（書く）［他・カ・四］
おとろへゆく（衰へ行く）［自・カ・四］　　　　　一き圃2104，2140，2146，2153
　一け圏2103　　　　　　　　　　　　　かくがそうつ（覚雅僧都）［人名］2085
おのおの（各々）［副］2087　　　　　　　　　かくす（隠す）［他・サ・四］
おぼゆ（覚ゆ）［自・ヤ・下二］　　　　　　　　　一さ困2153
　一え圃2088　　　　　　　　　　　　　　かぐら（神楽）［名］2008
　一ゆる囲2104　　　　　　　　　　　　かげ（陰）［名］
おほん（御）［接頭］→おん　　　　　　　　　　　やま一（山陰）2114
おもひ（思）［名］2095　　　　　　　　　　　かすか（微か）［形動・ナリ］
おもひいつ（思ひ出づ）［他・ダ・下ご］　　　　　一に圃2089
　一で困2130，2153　　　　　　　　　　かぜ（風）［名］
おもふ（思ふ）［他・ハ・四］　　　　　　　　　　　あき一（秋風）2011
　一ひ圃2108　　　　　　　　　　　　　かぜのみや（風の宮）［社名］2117
276　第二篇　聞書集・聞書残集・西行和歌拾遺
かた（方）［名］2089，2130，2138　　　　　　　　　まうで一（詣で来）
かたし（難し）［形・ク］　　　　　　　　　　　　　　　一き⑳2128
　　あり一（有難し）　　　　　　　　　　　〈さ（草）［名］2089
　　　　一き囲2139　　　　　　　　　　くに（国）［名］
　　すぎ一（過難し）　　　　　　　　　　　　いせの一（伊勢の国）2108
　　　　一く⑳2095　　　　　　　　　　　　ゑんごく（遠国）2139
かたはら（傍）［名］2114　　　　　　　　　　くひな（水鶏）［名］1987
かつみ［名］2106　　　　　　　　　　　　　くまの（熊野）［地名］2103，2104，2106
かは（川）［名］　　　　　　　　　　　　　くわうたいこうぐうだいぶ（皇太后宮大夫＝
　　さかひ一（境川）2131　　　　　　　　　　藤原俊成）［人名］2125
　　みもすそ一（御裳濯河）2115　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けかへし（返）［名コ2093，2102，2105，2144，
　　2147，2149，2151　　　　　　　　　　　　げかう（下向）［名］2087，2104，2106
かヘリごと（返事）［名］2141　　　　　　　　けリ［助動］
かへる（帰る）［自・ラ・四］　　　　　　　　　　一リ圏2089，2126
　一リ［星12095　　　　　　　　　　　　　　　　　　一る匪萎］1981，2016，2084，2085，2087，
かまくら（鎌倉）［地名］2126　　　　　　　　　　2088，2089，2091，2092，2099，2103，2104，
かみちやま（神路山）［地名］2108　　　　　　　　2106，2107，2108，2114，2116，2122，2126，
がん（雁）［名］　　　　　　　　　　　　　　　　2128，2130，2131，2138，2141，2146
　　き一（帰雁i）1946　　　　　　　　　　　　一れ日2088，2095，2107，2131
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げんじものがたり（源氏物語）［名］2152
　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こき［助動］
　し囲2086，2088，2095，2101，2124，2127，　　こ（是）［代名］2103
　　2130，2139　　　　　　　　　　　　　　こうえふ（紅葉）［名］2046
　しかU2095　　　　　　　　　　　　　こがひ（小貝）［名］2125
きがん（帰雁）［名］1946　　　　　　　　　　こきゃう（故郷）（名）→ふるさと
きぎす（惟子）〔名］1945　　　　　　　　　こころ（心）［名］2034，2067，2090，2096，
きく（聞く）［他・カ・四］　　　　　　　　　　　　　2129，2154
　一き圃2087，2124，2126　　　　　　　　こころざし（志）［名］2085
きこゆ（聞ゆ）［自・ヤ・下二］　　　　　　　　ここ’ち（心地）［名］2088
　一え圃2089　　　　　　　　　　　　　こそ［係助］2103
きゃう（京）［名］2101，2126　　　　　　　　こつ（骨）［名］
ぎゃうきぼさつ（行基菩薩）［人名］2153　　　　　お一（御骨）2091
きリ（霧）［名］2131　　　　　　　　　　　こと（事）［名］2085，2088，2095，2099，2104，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2126，2130，2139
　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おん一（御事）2088
〈（来）［自・力変］　　　　　　　　　　　　　　なに一（何事）2103
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ことば（詞）［名］2146　　　　　　　　　　さんみ（三位）［名］
ごにち（後日）［名］2144　　　　　　　　　　　　一としなり（三位俊成）2103
こひ（恋）［名］2067，2068
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しこぼつ（穀つ）［他・タ・四］
　一た菌2087　　　　　　　　　　　　　　しか（鹿）［名］2039
こむ（込む）［他・マ・下二］　　　　　　　　　　しぐれ（時雨）［名］2052
　　つつみ一（包み込む）　　　　　　　　　したつ（仕立つ）［他・タ・下二］
　　　　一め囲2125　　　　　　　　　　　一て⑳2087
こもる（籠る）［自・ラ・四］　　　　　　　　　じちん（慈鎮）［人名］2093，2095
　一リ⑳1981，2104　　　　　　　　　　　　　さきのだいそうじゃう一（前大僧正慈
これ（是）［代名］2095　　　　　　　　　　　　　　鎮）2092
ころ（頃）〔名コ2092，2104，2106，2114，2124　　して［格助］2087
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しのばし（偲ぽし）［形・シク］
　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一しき1困2088
さいじつ（祭日）［名］　　　　　　　　　　　しもつけ（下野）［地名］213r
　　おん一（御祭日）2109　　　　　　　　しゃうぐわつ（正月）［名］2104
さいぢゅう（西住）［人名］2087　　　　　　しゃうにん（上人）［名］2087
さいれん（西蓮）［人名］2087　　　　　　　　　ぽだいさん　　（菩提山上人）2127
さかいがは（境川）［名］2131　　　　　　　　じゃくれん（寂蓮）［人名］2105
さかリ（盛）［名］1981　　　　　　　　　　　じゃくれんぼうし（寂蓮法師）［人名］2103
さきのだいそうじゃうじちん（前大僧正慈　　　しゅぎゃう（修行）［名］2128，2138
　　鎮）［人名］2092　　　　　　　　　　　じゅっくわい（述懐）［名］2087，2127，2139
さくらのみや（桜の宮）［社名］2116　　　　　しゅっけ（出家）［名］2083
さす［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　じゅりゃうぼん（寿量品）［名］2183
　一する1困2099　　　　　　　　　　　　しゅんぜい（俊成）［人名］→としなり
さだいへ（定家）［人名］2146，2148，2150　　　しょしう（初秋）［名］2009
さだいじん（左大臣）［名］　　　　　　　　　　しょしゅん（初春）→はつはる
　　とくだいじの一（徳大寺の左大臣）　　　しる（知る）［他・ラ・四］
　　　　2088　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ら　困　2005，2042，2110，2160，2185
さつきゑ（五月会）［名］2106　　　　　　　　あい　　（相知る）
ざふのあき（雑の秋）［名］2047　　　　　　　　　　一り囲2130
さみだれ（五月雨）［名］1986　　　　　　　しるしつく（記し付く）［他・か下ご］
さやのなかやま（小夜の中山）［地名］2130　　　一く圃2146
さる（然る）［連体］2088，2126　　　　　　　しんざん（深山）［名］2046
さんか（山家）［名］2084’
さんでうのだじ。うだし、じん（三条の太政大　　　　ナ
　　臣＝藤原実行）［人名］2088　　　　　　　ナ（為）［他・サ変］
さんまいだう（三昧堂）［名］2089　　　　　せ困2099，2139
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　し⑳2131，2087，2088，2103，2106，2127，　　だいじょうゐん（大乗院）［寺名］2094
　　2128，2138　　　　　　　　　　　　　　　だいじんぐう（大神宮）［社名］2108，2109
　する1困2104　　　　　　　　　　　　　　だいそうじやう（大僧正）［名ロ
　ナれ圏2139　　　　　　　　　　　　　　　さきの一じちん（前大僧正慈鎮）2092
ず［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　だいにちにょらい（大日如来）［名］2108
　　ず歴12005，2042，2110，2160，2185　　　　だう（堂）［名］2088
　　ぬ囲2088，2103　　　　　　　　　　　たかくらゐん（高倉院）［人名］2099
すいしゃぐ（垂跡）［名］　　　　　　　　　　だじゃうだいじん（太政大臣）［名］
　　み一（御垂跡）2108　　　　　　　　　　さんでうの一（三条の太政大臣＝藤
すぎがたし（過ぎ難し）［形・ク］　　　　　　　　　　　原実行）2088
　－一く圃2095　　　　　　　　　　　　ただ（徒）［形動・ナリ］
ナぐ（過ぐ）［他・ガ・下二］　　　　　　　　　　一一に囲2095
　一ぎ圃2086　　　　　　　　　　　　ただいま（只今）［名］2088
すすむ（勧む）［他・マ・下二］　　　　　　　　ただいま（只今）［副］2104
　一め圃2103　　　　　　　　　　　　　たちいる（立入る）［自・ラ・四］
すずむし（鈴虫）［名］2089　　　　　　　　　　一リ圃2088
すみうかる（住み浮かる）［自・ラ・下二］　　　たつ（断つ）［他・タ・四］
　一れ圃2108　　　　　　　　　－一ち囲2095
すみれ（董）［名］1982　　　　　　　　　　　たてまつる（奉る）［補助動］
すむ（住む）［自・マ・四］　　　　　　　　　　　一り㊥2091
　一み圃2092　　　　　　　　　　　　たなばた（七夕）［名］2014
すゑ（末）［名］2103　　　　　　　　　　　たび（旅）［名］2129，2132
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たまふ（給ふ）［補助動］
　　　　　　　　　せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ひ囲2088，2126，2153
せん（饒）［名］2128　　　　　　　　　　　たリ［助動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一リ囲1981，2088，2095，2106，2107，
　　　　　　　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2130，2139
ぞ［係助］2126　　　　　　　　　　　　　　　一る⑥2104，2140，2153
そうつ（僧都）［名］　　　　　　　　　　　一れ固2095
　　かくが一（覚雅僧都）2085　　　　　　たんくわい（湛快）［人名］
そうと（僧徒）［名］2139　　　　　　　　　　　べったう一（別当湛快）2103
そふ（添ふ）［他・ハ・下二］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　一へ圃2142
　　かき一一（書き添ふ）　　　　　　　　　　ちいさし（小さし）［形・ク］
　　　　一へ囲2099　　　　　　　　　　　一き1困2107
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゅうそん（中尊）［地名］2139
　　　　　　　　　た　　　　ち。うなごんいへなリ（中縮家成）［人名］
だい（題）［名コ2005，2042，2110，2160，2185　　　　2087
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つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と
ついで（序）［名］2087　　　　　　　　　　と［格助］2034，2087，2088，2095，2103，2104，
つかうまつる（仕る）［他・ラ・四］　　　　　　　　2107，2108，2124，2126，2139，2146，2153
　一る圃2095　　　　　　　　　　　　　　ど［接助］2095，2103
つかはナ（遣す）［他・サ・四］　　　　　　　　　とが（科）［名］2138
　一さ困2139　　　　　　　　　　　　　　とき（時）［名］
　一し圃1981，2103，2104，2140　　　　　　　　おほん　　（御時）2099
　一ナ圃2125，2146　　　　　　　　　　とくだいじのさだいじん（徳大寺の左大臣＝
　　まうし一（申し遣す）　　　　　　　　　　　藤原実能）［人名］2088
　　　　一し囲2092，2101　　　　　　　　　ところ（所）［名］2139，2153
っき（月）［名］2016，2017，2019，2034，2036，　としなリ（俊成）［人名コ2140，2141，2142
　　2058，2122，2123，2124，2127　　　　　　　　　さんみ一（三位俊成）2103
っきよみのやしろ（月読の社）［社名］2123　　とて［格助コ2036，2063，2083，2095，2125，
つく（付く）［他・カ・下二］　　　　　　　　　　　2126，2132，2146
　一け圃1981，2104　　　　　　　　　　　とばゐん（鳥羽院）［人名］2083
　　かき一（書き付く）　　　　　　　　　と1まし（遠し）［形・ク］
　　　　一け圃2103，．2125，2141　　　　　　一く圃2128
　　しるし一（記し付く）　　　　　　　　　ども［接尾］2087，2107
　　　　一く圏2146　　　　　　　　　　とんせい（遁世）［名］2084
つつみこむ（包み込む）［他・マ・下二］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　一め囲2125
つばくらめ（燕）’［名］1947　　　　　　　　ないぐう（内宮）［社名］2114，2116，2122
つぼね（局）［名］2125　　　　　　　　　　　なか（中）［名］2017，2067
っる（蔓）［名］2107　　　　　　　　　　　ながナ（流す）［他・サ・四］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一す圏2139
　　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかやま（中山）［名］
て［接助］1981，2085，2087，2088，2089，209L　　　　さやの一（小夜の中山）2130
　　2094，2095，2099，2103，2104，2106，2107，　　ながら（長柄）［歌枕］2086
　　2108，2114，2116，2122，2123，2125，2126，　　ながら［助］2103
　　2128，2130，2138，2139，2140，2141，2146，　　なぎさのゐん（渚の院）［名］2087
　　2153　　　　　　　　　　　　　　　　なげく（嘆く）［自・カ・四コ
ていか（定家）［人名］→さだいへ　　　　　　　一き⑳2126
てら（寺）［名］　　　　　　　　　　　　　なし（無し）［形・ク］
　　やま一（山寺）2108　　　　　　　　　　　　ほど一（程なし）
てんそう（伝奏）［名］2099　　　　　　　　　　　　一く圃2087
てんわうじ（天王寺）［地名］2087　　　　　　なち（那智）［地名］1981
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なつ（夏）［名］2008
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なでしこ（撫子）［名］2107　　　　　　　　　　　2132，2138，2139，2140，2141，2146，2150，
なにごと（何事）［名］2103　　　　　　　　　　2152，2153，2154
なほ（猶）［副］2103　　　　　　　　　　　　右衛門一督2126
なみだ（涙）［名］2139　　　　　　　　　　　　風一宮2117
なら（奈良）［地名］2139　　　　　　　　　　　　桜一宮2116
なリ［助動・指定］　　　　　　　　　　　　　　　小夜一中山2130
　に⑳2126　　　　　　　　　　　　　　　　三条一太政大臣2088
　一リ圏2139　　　　　　　　　　　　　　　．月読一社2123
　一る囲2114　　　　　　　　　　　　　　徳大寺一左大臣2088
なる（成る）［自・ラ・四］　　　　　　　　　　　　富士一山2138
　一リ圃2088，2107，2130　　　　　　　　　八島一内府2126
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のち（後）［名］2084
　　　　　　　　　に　　　　の践（上る）［自．。．四］
に［助］1981，2016，2017，2067，2083，2085，　　　一リ圃2094
　　2086，2087，2088，2092，2094，2095，2099，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　　2101，2103，2104，2106，2107，2108，2109，
　　2114，2116，2122，2123，2124，2125，2126，　　は［係助］2095，2103，2126，2139
　　2127，2128，2130，2131，2138，2139，2140，　　ば［接助コ2088，2095，2107，2108，2131，2139
　　2141，2144，2150，2152，2153　　　　　　　　ばう（房）［名］2085
に［接助］2087，2089　　　　　　　　　　　　はこ（箱）［名］2125
にしゅ（二首）［名］2142，2144　　　　　　　はちナ（蓮）［名］2003
にて［格助］2084，2085，2095，2103，2115，　　　はつあき（初秋）→しょしう
　　2117，2118，2124，2126，2127，2139　　　　　はつはる（初春）［名］1939
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はな（花）［名］1950，1981，2085
　　　　　　　　　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなちいで（放出）［名］2094
ぬ［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　　はは（母）［名］2126
　な困2095　　　　　　　　　　　　　　　はひかかる（這ひ懸る）［自・ラ・四］
　ぬ圃2087　　　　　　　　　　　一リ圃2107
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はペリ（侍り）［自・ラ変］
　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一リ囲〕2099，2101，2108，2114，2116
ね（音）［名］2089　　　　　　　　　　　　　はべリ（侍り）［補助動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一り　匠到2016，2084，2085，2086，2088，
　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2092，2095，2101，2103，2108，2116，2122，
の［格助］1981，2008，2016，2017，2036，2046，　　　2124，2127，2128，2138，2139，2146
　　2058，2063，2067，2083，2084，2085，2088，　　　　　　一り　圃　2088
　　2089，2090，2091，2094，2095，2096，2099，　　　一る1困2083，2125
　　2103，2104，2106，2107，2108，2109，2114，　　はる（春）［名］
　　2115，2124，2125，2126，2129，2130，2131，　　　　はつ一（初春）1939
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　　ぼしゅん（暮春）1985　　　　　　　　　　　2103
はん（判）［名］2146
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼさつ（菩薩）［名］
ひぐらし（蝿）［名］2013　　　　　　　　　　　　ぎゃうき一（行基菩薩）2153
ひだか（日高）［地名］2106　　　　　　　　　ぼしゅん（暮春）［名］1985
ひと（人）［名］1981，2101，2102，2104，2107，　ぼだいさんしゃうにん（菩提山上人＝良仁上
　　2130　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人）［人名］2127
ひとびと（人々）［名］2103，2128　　　　　　ほど（程）［名］2095
びふくもんゐん（美福門院）［人名］2091　　　ほととぎす（郭公）〔名］1990
ひゃくしゅ（百首）［名］2103　　　　　　　　ほどなし（程なし）［形・ク］
ひゃくしゅか（百首歌）［名］2067　　　　　　　一く圃2087
ひろふ（拾ふ）［他・ハ・四］　　　　　　　　　　ほとリ（辺）［名］2115
　一ひ圃2125　　　　　　　　　　　　　ほふし（法師）［名コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃくれん一（寂蓮法師）2103
　　　　　　　　　ふ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まふかし（深し）［形・ク］
　一一かリ圃2089，2131　　　　　　　　　まうす（申す）［他・サ・四］
　　　き握12085　　　　　　　　　　一し圃2083，2107，2139，2146
ふく（葺く）［他・カ・四］　　　　　　　　　　　一ナ圃2103，2108
　一き囲［2106　　　　　　　　　　　　　　一す囲2087，2095，2139
ふくはら（福原）［地名コ2124　　　　　　　　まうしつかはナ（申し遣す）［他・サ・四］
ふじのやま（富士の山）［地名］2138　　　　　　一し囲2092，2101
ふたみ（二見）［地名］2108　　　　　　　　　まうつ（詣づ）［自・ダ・下二］
ふで（筆）［名］2104　　　　　　　　　　　　一で囲2103，2116，2122
ふなわたリ（舟渡）［名］2131　　　　　　　　まうでく（詣で来）［自・力変］
ふみ（文）［名］2104　　　　　　　　　　　　一き囲2128
ふゆ（冬）［名］2058，2063　　　　　　　　　まかす（任す）［他・サ・四］
ふるさと（故郷）［名］2090，2096　　　　　　　一す圏2104
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まかりあふ（罷り逢ふ）［自・ハ・四］
　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーひ囲2139
へ［格助］2089，2091，2094，2103，2106，2124，　まかる（罷る）［自・ラ・四］
　　2125，2126，2130，213」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一リ　圃　2130
へうし（表紙）［名］2140　　　　　　　　　まきまき（巻々）［名］2152
べし［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　ませ（離）［名］2107
　一かリ圃2095　　　　　　　　　　　　　また（又）［副］2126，2148，2149
　一き圏2103，2146　　　　　　　　　　まゐる（参る）［自・ラ・四］
べったうたんくわい（別当湛快）［人名］　　　　一リ圃2106，2123
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　　わけ一（分け参る）　　　　　　　　　　むかふ（迎ふ）［他・ハ・下二］
　　　　一り圃2089　　　　　　　　　　　一へ困2126
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むさし（武蔵）［地名］2131
　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むし（虫）［名］2051
み（御）［接頭］　　　　　　　　　むしゃ（武老）［名］2126
　　一すいしゃく（御垂跡）2108　　　　　むじゃう（無常）［名］2154
　　一やま（御山）2108　　　　　　　　　むナぶ（結ぶ）［他・バ・四］
みすいしゃく（御垂跡）［名］2108　　　　　　－一び囲2114
みち（道）頃］2103　　　　　　　　　　　むどうじ（無動寺）［寺名］2092，2094
みちのく（陸奥）［地名］2139
みつうみ（湖）［名］2。94　　　　　　　も
みもナそがは（御裳濯河）［地名］2115　　　　も［係助］2095，2103，2139
みもナそがはうたあはせ（御裳濯河歌合）　　　もてあそぷ（玩ぶ）［他・バ・四］
　　［名］2140　　　　　　　　　　　　　　　　一ぶ圏2034
みや（宮）［名］　’　　　　　　　　　　　　もてなす［他・サ・四］
　　かぜの一一（風の宮）2117　　　　　　　　一し圃2088
　　さくらの一（桜の宮）2116　　　　　　　もと（許）［名］2130
みやかはうたあはせ（宮河歌合）［名］2146，　もの（物）［名］2103
　　2150　　　　　　　　　　　　　　　　ものがたリ（物語）［名］2139
みやこ（都）［名］2139
みやこうつリ（都遷）［名］2124　　　　　　　　　　　　　　　や
みやま（御山）［名］2108　　　　　　　　　　やくさうゆぼん（薬草喩品）〔名］2181
みやる（見遣る）［他・ラ・四］　　　　　　　　やしまのないふ（八島の内府＝平宗盛）
　一リ囲2094　　　　　　　　　　　　　　［人名］2126
みゆ（見ゆ）［他・ヤ・下二］　　　　　　　　　やしろ（社）［名］
　一え圃2088　　　　　　　　　　　　　　つきよみの一（月読の社）2123
みる（見る）［他・マ・上一］　　　　　　　　　やど（宿）［名］2106
　み圃2087，2088，2091，2103，2106，2107，　　　やま（山）［名］
　　2116，2122，2123，2130，2138　　　　　　　　　かうやの一（高野の山）2108
　みる因2152　　　　　　　　　　　　　　　かみち一（神路山）2108
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんざん（深山）2046
　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふじの一（富士の山）2138
む［助動］　　　　　　　　　　　　　　　　やまかげ（山陰）［名］2114
　む⑬2095，2139　　　　　　　　　　　やまでら（山寺）［名］2108
　む囲2153　　　　　　　　　　　　　　　やる（遣る）［他・ラ・四］
むかし（昔）［名］2130　　　　　　　　　　　　み一（見遣る）
むかふ（向かふ）［自・ハ・四］　　　　　　　　　　　　一り圃2094
　一ひ圃2127
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　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
ゆき（雪）［名］2066　　　　　　　　　　　　る［助動］
ゆく（行く）［自・カ・四コ　　　　　　　　　　　れ圃2087，2091，2126，2139
　　おとろヘー（衰へ行く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　　　　一け日2103
ゆふがほ（夕顔）［名］1988　　　　　　　　　れんだいゐん（蓮台院）［寺名］2091
ゆめ（夢）［名］2103
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ
　　　　　　　　　よ　　　　ろくでう（六条）［地名］・・85
よ（世）［名］2103
よし（由）［名］2103，2146 わ
よす（寄す）［他・サ・下二］　　　　　　　　　わけまゐる（分け参る）［自・ラ・四］
一せ⑳2085　　　　　　　　　　　　　　一リ囲2089よみいだナ（詠み出す）［他・サ・四］　　　　　わす（和す）［自・サ変］
一し圃2103　　　　　　　　　　　　　一し囲2095よむ（詠む）［他・マ・四］　　　　　　　　　　わたナ（渡す）［他・サ・四］
一〔ま困2103　　　　　　　　　　　　　　　　一さ困2091一み囲2016，2084，2085，2088，2095，　　　おたり（渡）［名］　　2108，2116，2122，2124，2128，2139　　　　　　　ふな一（舟渡）2131
一む鴎2103
＿め口2036，206乳2083，2109，2123，ゑ　　2152　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑんごく（遠国）［名］2139
一め圃2107よリ［助］2087，2101，2125，2139　　　　　　　　　　　　　　　を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を［格助］1982，2034，2067，2086，2090，2091
　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2094，2096，2103，2104，2106，2107，2108，
らうじん（老人）［名］2034　　　　　　　　　　　2116，2122，2123，2126，2129，2131，2138，
らくえふ（落葉）［名］2055　　　　　　　　　　　2139，2146，2152，2153，2154
らる［助動］
　一れ　囲｝2088，2126，2130，2153
　　　　　　　　　リ
リ［助動］
　る6困2036，2067，2083，2109，2123，2142，
　　2152
